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はじめに 

現代の日本は、少子高齢化や核家族化が進むととも

に、情報技術が高度に進化し、子ども同士の関わり方が

大きく変わってきています。同時に地域におけるコミュ

ニティの希薄化、親と子のコミュニケーションの希薄化

が進むなど、子どもと家庭を取り巻く課題が顕在化して

きました。 

こうした社会情勢の中でも、我孫子市の将来を担う子

どもたちがのびやかに自分らしく育ち、自分の力を発揮

できるよう、乳幼児期から学齢期まで一人ひとりにあった切れ目のない支援を

行っていくことが重要です。 

これまで市では、こども発達センターや保健センター、教育相談センターが

中心となり、発達に支援が必要な子どもの早期発見に努め、さまざまな支援へ

とつなぐ取組を進めてきました。平成２７年度にこども発達センターを拡張

し、平成２８年度には「児童発達支援センター」としての機能と役割を加え、

発達に支援を必要とする子どもとその保護者が、いつでも相談できる場所とし

て、相談体制の充実を図りました。 

令和 5 年 4 月に「こども家庭庁」が発足し、子どもの権利を尊重し、子ど

もを中心として誰も取り残さず健やかな成長を後押しする意識が高まっていま

す。市では、子ども相談課に設置する「子ども家庭総合支援拠点」と、健康づ

くり支援課に設置する「子育て世代包括支援センター」の両機能を併せ持つ

「こども家庭センター」を、本計画期間中に設置し、妊娠期から幼児期、学齢

期と子どもの成長と共に変化する、子どもと子育て世帯の悩みや困りごとに対

する切れ目ない相談支援の中心として関係機関との連携を強化していきます。 

こうした取組みを進める中で、発達に支援が必要な子どもへの支援体制のよ

り一層の充実を図るため、第３期子ども発達支援計画（第３期障害児福祉計

画）を策定しました。 

本計画の基本理念である「子どもがのびやかに自分の力を発揮できるまち」

に基づき、子どもたち一人ひとりの心と体の発達に応じた支援と教育を推進

し、「我孫子で暮らしてよかった・ずっと住みつづけたい」と思えるまちづく

りを目指してまいります。 

すべての子どもが安心して健やかに成長できるよう、これからも全力で取組

を進めてまいりますので、引き続きご支援とご協力を賜りますようお願い申し

上げます。 

令和６年３月 

我孫子市長 星野 順一郎 



 

 

 

現在、人口減少や少子高齢化、グローバル化がこ

れまで以上に進み、ＩＣＴ化の急速な進展や国際情

勢の不安定化などに象徴されるように将来の予測が

困難な時代となっています。社会が大きく変容しつ

つある中で、学ぶことや働くことに対する価値観も

多様化する中、一人ひとりの可能性を最大限に引き

出し、すべての子どもたちが夢や希望をもてる学び

を展開していく必要があると考えます。次代を担う

我孫子の子どもたちには、自ら考え、判断し、行動 

できる、また、豊かな未来を創っていける力を培うことが重要と考えていま

す。また、多様化した社会を切り拓き、力強く生きていく人材を育成するため

には、子どもたちの主体的な学びを促進し、その創造性を育むことも重要であ

ると言えます。 

学校現場では、特別支援教育の拡充、いじめ・不登校等生徒指導上の課題へ

の対応、増加する外国人児童生徒への対応、教育機会確保法を踏まえた多様な

学びの場の提供、コロナ禍で急速に進んだＩＣＴ化などの教育を巡る変化に対

応する必要が出てきているところです。中でも不登校児童生徒が増加する中で

相談体制の充実や学校内外で居場所の確保等に取り組むことで子どもたちを誰

ひとり取り残さず、安心して教育を受けられる環境を構築することが肝要とな

ってきています。これに際し、教育委員会や関係諸機関がどのように学校を支

援していくかが喫緊の課題であると考えています。 

教育委員会では、令和５年４月より、中学校６校全校と小学校３校に、「校

内教育支援センター」を設置し、校内教育支援センター専属の市職員を配置し

ました。さらに、令和６年度我孫子市教育施策は「確かな学力と豊かな心、健

やかな体を育み、子ども一人ひとりがいきいきと輝く魅力ある学校づくりの推

進」を目標としています。この第３期我孫子市子ども発達支援計画（第３期障

害児福祉計画）で子どもたち一人ひとりの心と体の発達に応じた支援と教育を

推進します。これらの目標を達成するために、教職員全員、『チーム我孫子』

として一丸となって目標に向かって努力しているところです。 

現場の先生方と悩みや喜びを共有しながら、子どもたちの明るい未来のた

め、将来の夢や希望をもって学ぶことができる教育環境の実現に向けて全力を

尽くして参りますので、ご支援ご協力をお願いいたします。 

 

令和６年３月 

我孫子市教育長 丸 智彦 
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第１章 計画策定にあたって 

我孫子市では、令和３年 3 月に策定した「第 2 期我孫子市子ども発達支援

計画（第２期障害児福祉計画）」の計画期間が令和５年度に終了することか

ら、令和６年度から令和８年度の 3 年間を計画期間とした新たな計画を策定し

ます。 

 

1. 計画策定の背景及び趣旨 

国は、平成29年に児童福祉法及び障害者総合支援法（障害者の日常生活及

び社会生活を総合的に支援するための法律）により、厚生労働省の定める「障

害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本的

な指針」に即した障害児福祉計画の策定を義務付けました。 

我孫子市では、平成27年から発達に支援が必要な子どもに対し、ライフス

テージ*に応じた支援体制の構築を目的に計画を策定していたため、この計画の

中間見直しを行うことで、平成30年3月に第1期障害児福祉計画の内容を併せ

持った「＜改訂版＞我孫子市子ども発達支援計画（第１期障害児福祉計画）」

を策定しました。 

令和2年5月には国が基本指針の一部改正を行い、「第2期障害児福祉計画」

を策定するに当たって即すべき事項を定めました。市では、前計画の期間終了

に伴い、令和3年3月に「第2期我孫子市子ども発達支援計画（第2期障害児福

祉計画）」を策定し、変化の激しい子どもを取り巻く社会情勢の中で複雑化、

多様化する子育てのニーズに対応できるよう、施策の見直しを行ってきまし

た。 

現在でも、我孫子市では、出生数の低下に伴い子どもの数の減少が進行して

いますが、「発達に支援が必要な子ども」の人口に占める割合は、再び増加傾

向に転じています。この傾向は、発達に支援が必要な子どもの存在が、社会的

にも家庭内でも認知され、受容されてきたことと、早期に療育を開始すること

の効果と必要性が周知されてきたことの表れと考えられます。 

子育てをめぐるさまざまな課題に対応し、子育てをする際に養育する保護者

が孤立感を抱え込んでしまわないよう支援策を整えていくことが重要です。 

そこで我孫子市では、令和5年5月に告示された、「第7期障害福祉計画及び

第3期障害児福祉計画に係る基本指針」の基本的理念や基本的考え方に基づ

き、令和６年度から令和８年度までの「第３期我孫子市子ども発達支援計画

（第3期障害児福祉計画）」を策定します。 
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2. 計画の位置づけ  

本計画は、市政の最上位計画である「我孫子市第４次総合計画」に即して定

める「健康福祉総合計画」の下位計画である「第４次子ども総合計画」の部門

別計画の 1 つとして位置づけられています。さらに、我孫子市のめざす教育を

実現するための計画である「我孫子市教育振興基本計画」に基づいて事業を進

める教育委員会と連携して策定するものです。 

また、児童福祉法第 33 条の 20 に規定する「第３期障害児福祉計画」を併

せ待ちます。 

我孫子市のまちづくりの最も基本的な計画である「我孫子市第４次総合計

画」の基本計画を基に方針を定め、「我孫子市第６次健康福祉総合計画」の個

別計画として位置づけられている「我孫子市障害者プラン」、子ども・子育て

支援法に基づく「我孫子市子ども総合計画」、教育大綱に基づく「我孫子市教

育振興基本計画」と整合性を図ります。 

本計画は、ライフステージに応じた一貫した支援体制を体系的、計画的に執

行するための指針となるものであり、今後実施していく事業の基本となるもの

です。子ども施策、障害児福祉施策に対する市民の理解とさまざまな関係機関

との連携と協力によって、実現できるよう努めていきます。 
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3. 計画の期間 

本計画の期間は、「第３期障害児福祉計画」に合わせて、令和６年度から令

和８年度までの３年間とします。 

なお、計画の期間中に社会情勢の変化や法律、制度の改正等により、見直し

の必要が生じた場合は、随時行うこととします。 
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4. 計画の対象 

本計画の対象を0歳から18歳に達する日以後の最初の3月31日までの間に

ある発達に支援が必要な子どもとその保護者とします。 

我孫子市では、医学的診断のついている子どもに加え、集団での活動に苦

手さがある子どもやコミュニケーションの苦手さから人と関わることに難し

さのある子どもなど、いわゆる「グレーゾーン」に含まれる子どもに対して

も発達面や情緒面への多様な支援が必要と考えています。 

また、子ども自身への支援に加え、保護者を含む子どもが育つ環境への介

入も重要であると考えています。 
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第２章 我孫子市の現状 

1. 発達に支援が必要な子どもの状況 

※特に注釈がない場合、各数値は各年度の 3 月末時点での実績です。 

 

（1） 我孫子市の人口の状況 

市の人口に占める１８歳以下の人口の割合は、年々減少しています。 
 R 元年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

０～６歳 6,255 人 6,033 人 5,885 人 5,717 人 

７～１８歳 13,938 人 13,762 人 13,494 人 13,148 人 

０～18 歳 20,193 人 19,795 人 19,379 人 18,865 人 

人口 132,167 人 132,002 人 131,559 人 131,147 人 

人口比 15.28％ 15.00％ 14.73％ 14.38％ 

※各年度 4 月 1 日時点 

※市民課人口ピラミッドから 外国人登録者を含む 

 

（2） 保健センターの要経過観察人数 

保健センターで実施する乳幼児の相談や幼児健康診査*（以下、健診）の要

経過観察者（健診後、継続して見守りが必要とされる子ども）の割合は、4

か月児相談は約3割、1歳6か月児健診と3歳児健診は約4割以上となってい

ます（要経過観察者の中には、身体的な健康上注意すべき子どもも含まれて

います）。 

相談や幼児健康診査は身体的、精神的に支援が必要な子どもの早期発見の

機会として重要な役割を果たしています。 

 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

受診者 要経過観察者 受診者 要経過観察者 受診者 要経過観察者 

要経過観察者の占める割合 要経過観察者の占める割合 要経過観察者の占める割合 

４か月児相談 
457 人 133 人 635 人 215 人 585 人 195 人 

29.1％ 33.9％ 33.3％ 

１歳６か月児健診 
808 人 290 人 591 人 253 人 601 人 260 人 

35.9％ 42.8％ 43.3％ 

３歳児健診 
767 人 408 人 597 人 322 人 554 人 242 人 

53.2％ 53.9％ 43.7％ 
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（3） こども発達センターの利用人数 

０歳～6 歳の未就学児数に対するこども発達センター利用者数の占める割合

は、わずかに増加しており、R4 年度末で約 13.8％となっています。 

〔我孫子市第四次総合計画人口の見通し〕 

※単位：人 

※人口推計、利用者数は令和４年度までは実績値。令和５年度以降は各年１月１日現在の推計値 

※令和４年度までの実績値には外国人を含む。令和５年度以降、外国人は含まない 

 

（4） 公立保育園を利用する発達に支援が必要な子どもの割合 

公立保育園に在籍している発達に支援が必要な子どもの割合は、平成 29 年

度に 13.4％、30 年度に 28.8％、令和元年度には 32.7％になるなど急激な

増加傾向が続いていましたが、令和３年度から４年度にかけて初めて減少に転

じました。 

このような現状を踏まえ、平成２７年度から保育課に心理相談員*を配置し、

相談支援を実施しています。 

なお、公立保育園に在籍している発達に支援が必要な子どもとは、障害者手

帳*を持っていないがこども発達センターを利用している子ども、または巡回相

談*や保育相談*を利用している子どもとしています。 

 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

公立保育園在籍の障害者手帳を所持していない発

達に支援が必要な子どもの割合 
42.5％ 51.3％ 41.9％ 

※各年度 4 月 1 日時点 

 

 

6,255 
6,033 5,885 5,717 

5,486 5,491 5,370 5,248 5,168 5,088 5,007 

740 762 750 783 758 714 698 682 672 661 651

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

H30 H31 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10

０～６歳の人口 利用者数



 

 ７  

— 合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

*の提供ってなぁに — 

 障害のある人もない人も、互いにその人らしさを認め合いながら、共に生

きる社会（共生社会）の実現を目指し、令和３年に障害者差別解消法が改正

されました。（改正法は令和 6 年 4 月 1 日施行） 

障害者差別解消法では、行政機関等及び事業者に対し、障害のある人への

障害を理由とする「不当な差別的取り扱い」を禁止しています。また、障害

のある人が「合理的配慮の提供」を求めるための申出をすることができます。 

例えば、障害のある人が飲食店で、「車いすのまま着席したいのですが、よ

ろしいですか」と、申し出ます。飲食店の事業者は、その実施に伴う負担が

過重でなければ、いすを片づけたり、車いすが入ることのできるスペースを

作ったりするなど、合理的な配慮を講じます。 

 

（5） 特別支援学級*の児童生徒数 

特別支援学級在籍の児童生徒数及び割合は、年々増加の傾向にあります。 

※各年度５月１日時点 

 

（6） 学童保育室を利用する発達に支援が必要な子どもの人数 

 障害者手帳を所持し、もしくは障害者手帳を所持していないが支援員等を加

配する対象となっている子どもの割合は、概ね 5.8%前後で推移しています。 

 

（7） 特別支援学校*の児童生徒数 

千葉県立我孫子特別支援学校、湖北特別支援学校に通学している市内在住の

児童生徒数は、横ばい傾向となっています。 

※各年度5月1日時点 

 

 

  

 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

知的障害学級 188 人 217 人 228 人 

言語障害学級 40 人 22 人 15 人 

情緒障害学級 283 人 306 人 315 人 

合計 511 人 545 人 558 人 

特別支援学級在籍者の割合 5.6％ 3.4％ 6.4％ 

 R2 年度 R3 年度 R4 年度 

人数 53 人 61 人 47 人 

割合 5.6％ 6.7％ 5.2％ 

 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

我孫子特別支援学校 60 人 59 人 58 人 

湖北特別支援学校 57 人 55 人 56 人 
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（8） 障害者手帳所持者の推移 

０～1８歳未満の障害者手帳の所持者数は、令和４年度で身体障害者手帳*が

67人、療育手帳*が301人、精神障害者保健福祉手帳*が39人です。精神障害

者保健福祉手帳の所持者のうち６歳から１８歳未満の人数が年々増加傾向とな

っています。 

 

  

 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

身体障害者手帳 

0～5 歳 14 人 12 人 10 人 

6～1８歳未満 62 人 58 人 57 人 

全年齢 3,527 人 3,527 人 3,541 人 

療育手帳 

0～5 歳 30 人 24 人 27 人 

6～1８歳未満 278 人 275 人 274 人 

全年齢 1,022 人 1,052 人 1,088 人 

精神障害者 

保健福祉手帳 

0～5 歳 0 人 0 人 0 人 

6～1８歳未満 23 人 24 人 39 人 

全年齢 1,187 人 1,293 人 1,373 人 

医療的ケア*児及びその家族に対する支援に関する法律 

【医療的ケア児支援法】 

 

医療的ケア児とは、日常的にたんの吸引や経管栄養、呼吸器管理などが

必要な子どものことです。そのような子どもたちの健やかな成長を図ると

ともに、その家族の離職を防止し、安心して子どもを生み、育てることが

できる社会の実現に寄与することを目的に、令和 3 年に医療的ケア児支援

法が施行されました。 

医療的ケア児の支援に関しては、次の４つの課題が指摘されています。 

① 医療的ケア児の人数の把握 

② 医療的ケア児等支援コーディネーター*の配置 

③ 医療的ケア児支援センター（都道府県）の設置 

④ 医療的ケア児のための災害時の支援 

このような課題を解消するために、医療、保健、福祉、教育など多分野

の施策と整合性のある支援体制を構築し、医療的ケア児への支援がさらに

充実していくことが期待されています。 
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2. 「第２期子ども発達支援計画（第２期障害児福祉計画）」の実施状況 

第２期子ども発達支援計画（第２期障害児福祉計画）は、5 つの基本目標を

掲げ、取り組んできました。なお、特に注釈がない場合、各数値は各年度の 3

月末時点での実績です。 

（1） 早期発見の促進                         

○発達支援に関する専門職員の派遣                 

         
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R４年度 

保健センターでの相談業務 延べ人数 381 人 410 人 345 人 

 

○ケースワーカー*による相談・調整                    

         
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R４年度 

こども発達センター利用者 実人数 750 人 783 人 758 人 

受理面接* 実人数 212 人 301 人 206 人 

医療相談* 延べ人数 18 人 28 人 35 人 

 

○あそびの教室*による早期支援                        

          
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R４年度 

親子教室（たんぽぽ教室）* 延べ人数 15 人 79 人 78 人 

乳児あそびの教室 実人数 0 人 0 人 1 人 

幼児あそびの教室 実人数 2 人 0 人 4 人 

 

○子ども総合相談の推進                          

         
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

子どもに関する相談のうち、終結件数の割合 81.3％ 80.5％ 81.0％ 
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（2） 発達支援の拡充                     

○専門職員による相談・訓練                      

          
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

発達評価* 延べ人数 537 人 591 人 634 人 

心理・発達相談*（就学児の相談含む） 延べ人数 894 人 937 人 1,572 人 

個別療育 理学療法* 実人数 49 人 60 人 52 人 

作業療法* 実人数 81 人 136 人 138 人 

言語聴覚療法* 実人数 197 人 228 人 204 人 

家庭療育指導* 実人数 231 人 174 人 144 人 

集団療育 乳児集団療育* 実人数 7 人 14 人 11 人 

幼児集団療育* 実人数 43 人 34 人 48 人 

補装具・日常生活用具相談* 延べ人数 4 人 14 人 16 人 

保護者学習会*（※） 参加人数  14 人 27 人 

療育セミナー*（※） 参加人数   47 人 

ペアレントプログラム* 実人数 0 人 0 人 5 人 

※R2 年度保護者学習会及び R2 年度、R3 年度の療育セミナーについては、新型コロナウイルス感染拡

大防止のため中止 

 

○児童発達支援事業*所「ひまわり園」による発達支援         

           
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

契約者数 59 人 74 人 42 人 

 

○保育所等訪問支援事業*所「おひさま」による発達支援           

           
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

契約者数 2 人 0 人 2 人 
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○児童通所支援事業*                                                         

        
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

児童発達支援 実人数/月 111 人 167 人 169 人 

延べ利用日数/月 980 日 1,194 日 1,459 日 

医療型児童発達支援* 

（※） 

実人数/月 ０人 ０人 ０人 

延べ利用日数/月 ０日 ０日 ０日 

放課後等デイサービス* 実人数/月 238 人 260 人 277 人 

延べ利用日数/月 2,901 日 2,803 日 3,212 日 

保育所等訪問支援 実人数/月 2 人 1 人 2 人 

延べ利用日数/月 3 日 2 日 3 日 

居宅訪問型児童発達支援* 実人数/月 ０人 ０人 0 人 

延べ利用日数/月 ０日 0 日 0 日 

相談支援事業* 実人数/月 82 人 82 人 96 人 

※医療型児童発達支援は、R6 年度から児童発達支援に一元化される 

（3） 家族支援の充実                

○ケースワーカーによる相談・調整【再掲】            

         
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

こども発達センター利用者 実人数 750 人 783 人 758 人 

受理面接 実人数 212 人 301 人 206 人 

医療相談 延べ人数 18 人 28 人 35 人 

 

○専門職員による相談・訓練【再掲】              

          
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

発達評価 延べ人数 537 人 591 人 634 人 

心理・発達相談（就学児の相談含む） 延べ人数 894 人 937 人 1,572 人 

個別療育 理学療法 実人数 49 人 53 人 52 人 

作業療法 実人数 81 人 129 人 138 人 
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実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

言語聴覚療法 実人数 197 人 228 人 204 人 

家庭療育指導 実人数 231 人 174 人 144 人 

集団療育 乳児集団療育 実人数 7 人 14 人 11 人 

幼児集団療育 実人数 43 人 34 人 48 人 

補装具・日常生活用具相談 延べ人数 4 人 14 人 16 人 

保護者学習会（※） 参加人数  14 人 27 人 

療育セミナー（※） 参加人数    47 人 

ペアレントプログラム 実人数 0 人 0 人 5 人 

※R2 年度保護者学習会及び R2 年度、R3 年度の療育セミナーについては、新型コロナウイルス感染拡

大防止のため中止 

 

○相談支援事業所「なの花」の相談支援専門員による児童支援利用計画*の作成 

                                                    

           
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

契約者数 267 人 295 人 252 人 

児童支援利用計画延べ作成数 528 件 540 件 565 件 

 

○就園、就学に関する相談・支援事業                  

※R2 年度の学童相談は、学齢期全体の相談実績 

 

 

 

 

 

           
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

就学引き継ぎ資料作成人数 137 人 138 人 137 人 

就園説明会 参加人数 17 人 18 人 19 人 

学童相談（小 1 へのフォロー） 139（※）人 219 人 70 人 
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○教育相談・発達相談事業                        

 実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

来談件数 412 件 428 件 311 件 

発達障害*及び何らかの発達の偏りが背景

にあると思われる相談の割合 
63％ 66％ 69％ 

相談回数（※） 3,673 回 3,902 回 2,243 回 

※相談回数は、来所相談、電話相談、他機関調整を含む 

 

○子ども総合相談の推進【再掲】                  

         
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

子どもに関する相談のうち、終結件数の割合 81.3％ 80.5％ 81.0％ 

 

○子ども虐待防止・援助活動の推進                

         
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

緊急性の高い児童通告について、48 時間以

内に調査を行った割合 
100％ 100％ 100％ 

 

（4） 地域支援の構築                         

○専門職員による相談・訓練                 

 

 

           
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

巡回相談 延べ人数 355 人 300 人 163 人 

施設訪問相談 実施回数 20 回 16 回 19 回 
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○ライフダイアリー*普及事業                     

 

（5） 教育支援の拡充                         

○学級支援員*派遣事業 

支援員一人に対する特別支援学級在籍児童生徒の数 

    

 実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

支援員一人に対する 

特別支援学級在籍児童生徒の数 

小学校 6.6 人 5.9 人 5.1 人 

中学校 4.4 人 11.4 人 9.8 人 

 

○教育研究所（※）巡回事業                      

※令和４年４月より教育相談センターに名称変更 

 

○特別支援教育*推進事業                              
 

実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

校内研修会 12 回 19 回 23 回 

学級支援員研修会 0 回 1 回 1 回 

コーディネーター研修会 0 回 1 回 1 回 

聞こえの研修会（※） 廃止 廃止 廃止 

※聞こえの研修会の代わりに、R6 年度から聞こえの相談会を年１回実施予定 

 実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

ライフダイアリーの配布数 849 冊 711 冊 726 冊 

 実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

必要な児童生徒に対する教育支援計画*作成数 872 人 908 人 910 人 

必要な児童生徒に対する教育支援計画作成率 98.3％ 100％ 100％ 
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○教育研究所（※）アドバイザー*派遣事業              

※令和４年４月より教育相談センターに名称変更 

 

○就学相談事業                                  

 実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

見学者数（実数）    

見学回数 

（延べ人数） 
   

体験者数（実数）    

体験回数 

（延べ人数） 

120 回 

（187 人） 

103 回 

（166 人） 

101 回 

（164 人） 

教育支援委員会*審議件数 

（小学校入学予定者） 
86 件 116 件 105 件 

教育支援委員会審議件数 

（中学校入学予定者） 
4２件 68 件 62 件 

その他の相談回数※ 282 回 380 回 172 回 

※その他の相談回数には来所相談、電話相談、他機関連携、検査等を含む 

※令和 2 年度から見学は廃止。また、体験者数は、延べ人数のみ 

 

○長欠対策事業                     

 実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

心の教室相談員*の延べ相談人数 10,769 人 9,805 人 9,346 人 

適応指導教室「ヤング手賀沼」*通級児童生徒数 55 人  78 人 100 人 

 

 実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

小学校 
延べ人数 220 人 213 人 95 人 

派遣回数 182 回 108 回 67 回 

中学校 
延べ人数 58 人 21 人 6 人 

派遣回数 44 回 43 回 12 回 
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○教育相談・発達相談事業【再掲】                

 実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

来談件数 412 件 428 件 311 件 

発達障害及び何らかの発達の偏りが背景に

あると思われる相談の割合 
63％ 66％ 69％ 

相談回数（※） 3,673 回 3,902 回 2,243 回 

※相談回数は、来所相談、電話相談、他機関調整を含む 

 

○小中学生のためのいじめ・悩み相談ホットライン(※)     

 
実績 

R2 年度 R3 年度 R4 年度 

相談人数  17 人 15 人 18 人 

※令和 4年度から「児童生徒からの相談ホットライン*」に名称を変更 

 

 

  

— 活用しよう！「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」— 

 

「個別の教育支援計画」及び「個別の指導計画」は、障害のある児童生徒

一人一人に対するきめ細やかな支援を、組織的、継続的かつ計画的に行うた

めに重要な役割を担っています。 

 「個別の教育支援計画」には、お子さん一人ひとりの教育をとりまく家庭

や福祉、医療、保健など、様々な支援内容を含め、就労までを見据えた一貫

した支援について記述します。それを踏まえて「個別の指導計画」には、指

導目標や指導内容や方法等を具体的に表し、学校の教育課程において、児童

生徒一人ひとりの実態に応じたきめ細やかな指導につなげています。 
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3. 「第２期子ども発達支援計画（第２期障害児福祉計画）」の振り返り 

「第２期我孫子市子ども発達支援計画（第２期障害児福祉計画）」では、5

つの基本目標を掲げ、様々な取り組みを展開してきました。アンケ―ト調査に

より、本計画を推進していく過程で見えてきた課題や新たな問題点を、5 つの

基本目標ごとにまとめ、第３期計画の基本目標につなげていきます。 

 

（1） 早期発見の促進                         

全国的に 1 歳 6 か月児健診、3 歳児健診は、受診率が高い状況にあり、我

孫子市においても、各健診の内、集団健診の受診率は約９割となっており、発

達に支援が必要な子どもにいち早く気づくことができる状況となっています。

また、社会情勢の変化や家族形態の多様化により、子どもが生活する場は、家

庭以外に幼稚園、保育園、認定こども園、学校、学童保育室、あびっ子クラブ*

等と様々です。 

我孫子市こども発達センターについてのアンケート調査では“こども発達セ

ンターの紹介元”は、「保健センター」が 59.1％と最も高く、次いで「幼稚

園、保育園、認定こども園」が 18.6％となっており、発達に支援が必要な子

どもの“発見窓口”として、保健センターに加え、子どもの所属機関が重要な

役割を担っていることがわかります。 

そこで、こども発達センターを中心に関係機関が連携し、発達に支援が必要

な子どもを早期に発見できる体制を強化していくことが必要です。また、保護

者に子どもの発達特性*への「気づき」を促し、保護者が主体的に子育てできる

ような相談支援体制、ライフステージを通じた切れ目ない配慮や支援を受けら

れるような発達支援体制の充実が求められます。 
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（2） 発達支援の拡充                     

発達に支援が必要な子どもの健全な成長には、その子の特性を理解したうえ

でライフステージに応じて一貫した発達支援を行っていくことが重要です。 

そこで我孫子市では、平成 11 年にこども発達センターを開設し、専門職を

配置して子どもの発達支援を実施してきました。こども発達センターでは、子

どもの障害の状態、障害の有無に関わらず、発達の過程やその特性に十分配慮

しながら、専門的な知識に基づいた発達支援を行っています。 

我孫子市こども発達センターについてのアンケート調査では、“こども発達

センターでの療育支援の内容の満足度”は、「満足」と「やや満足」を合わせ

て 91.4％で、おおむね保護者が満足できる発達支援が提供できている結果と

なっています。 

また、児童通所支援サービスは、児童通所支援事業所数（児童発達支援事業

所、放課後等デイサービス事業所、保育所等訪問支援事業所）、児童通所支援

支給決定者*数ともに増加しています。利用者へのアンケート調査では、“児童

通所支援サービスの満足度”について、「満足」と「やや満足」を合わせて約

88.9％となっています。希望する支援内容や選択の幅の広がりもみられ、児

童通所支援事業所の複数利用は 43.4％、市外の通所支援事業所利用は 23.8％

となっています。 

効果的なサービスの提供が行われるための、相談支援事業所を中心とした支

援体制の充実について、アンケートからは、連携の必要性について「連携して

ほしい」という希望に、現状が届いていないという結果になっています。子ど

もの状態、状況、支援目標、支援方法を関係機関で共有（連携）することでよ

り良い支援につながるよう体制を整えることが必要です。 

重症心身障害児*や医療的ケアが必要な子どもへの支援体制については、訪問

看護ステーション*、児童通所支援事業所、相談支援事業所、保育、教育等の関

係者が連携を図るための協議の場を「療育・教育システム連絡会」の部会とし

て設置しました。また、医療的ケア児等支援コーディネーターを公設の相談支

援事業所 2 か所に 3 人配置しました。より充実した発達支援を実施するため

に、圏域でのサービス提供体制に関する情報共有や連携も必要です。 

強度行動障害*を有する子どもに対する適切な支援のための人材育成等につい

ては、引き続き支援体制の整備等を図っていくことが重要です。 

社会情勢の変化や家族形態の多様化により、子どもが生活する場は様々で

す。発達に支援が必要な子どもの発達状況や環境に応じた発達支援を充実させ

るためにも、一人ひとりのニーズに応じた支援体制の充実が求められていま

す。 
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（3） 家族支援の充実                

子どもにとって最大の支援者は家族です。我孫子市では、子どもに加え、家

族への支援も発達支援のひとつだと考えています。発達に支援が必要な子ども

の特徴や関わり方について、家族が理解を深め、親子の愛着*関係を育むことが

子どものその後の人生にとって大切です。 

我孫子市こども発達センターについてのアンケート調査では、“初回面接に

ついて”の質問で、「満足」と「やや満足」を合わせて 94.6％と回答してい

ます。自由記述では、こども発達センターに相談したことで「担当者から子ど

もへの関わり方の助言があった」、「これからの見通しが立って安心した」と

いう回答が半数近くにのぼりました。このことから、発達に支援が必要な子ど

もを理解するためにこども発達センターが重要な役割を担っていることがわか

ります。 

また、児童通所支援サービスの支給決定を受けるには、児童支援利用計画の

作成が必要です。我孫子市では、発達に支援が必要な子どもの特性を受容し理

解を促進する観点から、すべての支給申請者に相談支援事業所の利用を促して

います。 

利用者への児童通所支援サービスについてのアンケート調査では、“相談支

援事業の満足度”は「満足」と「やや満足」を合わせて 77.9％となってお

り、“相談支援事業が満足な理由”は「（サービス利用について）困ったと

き、迷ったときに相談できる場所ができたから」が最も高くなっています。ま

た、“子どもの障害や発達特性などで困ったときの相談先”は、「児童発達支

援の事業所」が 54.0％と最も高く、「家族」、「保育園、幼稚園、認定こど

も園、学校」と続きます。一方で、「相談できる場所がなくて不安」、「誰に

も相談できていない」という回答もあります。このことから、サービスの利用

調整については相談支援事業所に、障害や特性については専門の所属機関に、

と相談内容により相談先が選択されていることがわかります。そのため、より

良いサービス提供のため一貫した支援体制を充実させるためには、相談支援事

業所と児童通所支援サービス提供事業所や子どもの所属機関との連携をさらに

充実させていくことが重要です。また、各機関の相談機能について周知してい

くことが必要です。 

近年の社会情勢や家族形態の多様化により地域との繋がりが薄くなっている

中、発達に支援が必要な子どもの子育てに悩む家族が地域で孤立してしまうこ

とで、子ども虐待などの様々な問題に至ってしまうケースが増えています。こ

うした事態を招かない、重症化させないためにも、相談支援事業所や関係機関
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のケースワーカーは、発達に支援が必要な子どもへの気づきの段階から子ども

と家族に寄り添い、関係機関をつなぐ中心となっていくことが求められます。 

 

（4） 地域支援の構築                         

発達に支援が必要な子どもは地域の様々な場所で過ごせるようになってきて

います。それぞれの居場所で子どもの発達特性の理解が深まれば、発達特性に

応じた対応が期待でき、必要に応じて発達支援につなぐきっかけとなり、早期

発見、早期支援に役立ちます。 

児童通所支援事業についてのアンケート調査において、“事業所運営に関し

て困っていること”は、「人材育成が難しい」の割合が高く、発達に支援が必

要な子に対応するために、支援者側が苦慮していることがわかります。 

我孫子市では、発達特性への理解促進を図るため、地域の支援者に対してこ

ども発達センターにおいて各種研修会を開催してきました。「我孫子市主催の

研修に参加したいが、時間帯や人員配置の問題で参加できない」という意見が

あったので、オンラインを活用した研修を開催した後にアーカイブ配信*を行

い、オンタイム以外の時間に視聴して学習できるようにしています。 

また、地域社会への参加、包容（インクルージョン）*を促進するため、関係

機関が連携し、支援方針を共有し、役割を分担することが効果的と考えていま

す。こども発達センター、子ども支援課、保育課、教育相談センターの心理相

談員等の専門職員が巡回し、支援者に対して支援方法や環境調整に関する助言

をしています。 

我孫子市こども発達センターについての利用者向けアンケート調査では、

“こども発達センターと所属機関との連携”について、「連携してほしい」が

94.9％となっています。また、児童通所支援事業についての保護者向けアン

ケートでは、“相談支援事業所と所属機関との連携”について、「連携してほ

しい」が 75.7％となっているのに対し、「連携している」との回答が 11.5％

と低くなっており、ライフステージに応じた一貫した支援体制の構築に向け、

相談支援事業所の機能の充実が課題となっています。 

また、我孫子市では、幼稚園、保育園、認定こども園等から小学校への就学

や、小学校から中学校への進学など、ライフステージの変化を安心して迎える

ために、ライフダイアリーを全戸配布しています。 

我孫子市こども発達センター及び児童通所支援についてのアンケート調査で

は、“ライフダイアリーの使用状況”について、「使っていない」がこども発

達センター利用者では 84.6％、児童通所支援支給決定者では「持っている」
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は 57.4％、そのうち「使っていない」が 71.9％となっています。今後、活用

方法やあり方を含め検討していく必要があります。 

 

（5） 教育支援の拡充                         

発達に支援が必要な子どもに、適切な教育支援が実施されるよう、教育相談

センターの指導主事*、アドバイザー等と学校が連携しながら教育相談、支援体

制の充実を図っています。市内の子どもの数は年々減少していますが、支援を

要する学齢期の児童生徒は増加しています。必要な児童生徒には、学校と保護

者が相談しながら、個別の教育支援計画・個別の指導計画を作成しました。こ

れは特別支援学級の子どもに限らず、通常学級に在籍していても、支援が必要

な子どもには漏れなく作成するよう対応してきました。 

学級支援員の配置の必要性については、巡回事業で見極めながら決定しまし

た。さらに、市内の教職員、特に若年層教員が発達障害や愛着障害についての

理解を深め、指導、支援に役立てられるよう、研修の機会をもうけました。特

別支援学級に在籍する児童生徒は年々増えているため、学級支援員を必要な人

数確保するとともに、個々のスキルアップをしていく必要があります。 

入学時に通常学級、特別支援学級、特別支援学校等、どこに所属するか悩む

保護者については、人数的に大きな変化はありませんでしたが、個々の児童生

徒にとって最も適した教育が受けられるよう、今後も就学相談や教育支援委員

会を活用し、保護者と共通理解を深めていく必要があります。 

また、適応指導教室「ヤング手賀沼」を令和 4 年度から教育支援センターと

改編し、けやきプラザ 11 階に「ひだまり」、湖北台東小学校内に「かけは

し」の 2 か所を設置しました。さらに、令和 5 年度からは校内教育支援セン

ターを中学校全 6 校と小学校 3 校に設置しました。将来的には小学校全校に

設置することを目指しています。種々の事情から教室や学校を居場所とするこ

とが難しくなった児童生徒に対し、様々な活動を通して集団への適応力を養い

ながら一人ひとりの子どもに合った教育の在り方を考え、支援しています。利

用する児童生徒の中には背景に何らかの発達の偏りがあり、それが不登校*の要

因の一つと考えられる場合があります。そのため、発達支援の視点を含めた総

合的な児童生徒の理解を進め、その児童生徒に応じた対応の必要性がさらに高

まっています。 
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第３章 計画の基本的考え方 

1. 計画の基本理念 

 

 

子どもがのびやかに育ち、自分の力を発揮できるよう、「豊かな心」「確か

な学力」「健やかな体」の育成を目指すとともに、自己肯定感*や生きる力を育

むことが必要です。そのために、乳幼児期からの発達や学習の連続性を重視し

た発達支援、教育を推進します。さらに、子どもたちの能力や可能性を最大限

に伸ばし、社会で輝く力を培うために、様々な体験や交流機会の確保、関係機

関との連携を一層深め、支援体制の強化に取り組みます。それらの取組を通し

て、子どもがのびやかに自分の力を発揮できるまちを目指します。 

 

そのためには、子どもの発達特性が判明してから支援を開始するのではなく

気になる段階から、子育て支援と関連づけて発達支援を進める必要がありま

す。早期に支援を始めることで、行動の改善や発達の促進が見られ、さらに保

護者をはじめとした家族の子どもに対する理解を深めることで、その後、長期

間にわたる支援につながることや幅広く生活の場に支援の効果が行き届くこと

が期待できます。そしてそれが、様々な場面において不適応を起こす“二次的

な障害”を防ぐことにもつながります。 

 

“二次的な障害”は、情緒の不安定や行動の障害、障害の重度化、保護者か

ら子どもに対する虐待、家庭内暴力等を招く可能性を高めます。保護者の気持

ちに気づき、寄り添って支えることのできる地域の身近な人の存在や日常生活

の中で生じている問題を整理できる場所の確保等、子どもを育てていく家族へ

の支援が重要となります。 

 

発達支援においては、専門機関で行う発達支援も重要ですが、それ以上に大

切なことは、保護者の気づきを促し、親子の関係を育むことです。気になる段

階の子どもを早期に発見できたとしても、保護者や家族などが発達特性に対し

ての理解がないままでは、適切かつ継続的な発達支援につながりません。 

 

子どもがのびやかに自分の力を発揮できるまち 
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保護者は、わが子の発達特性に心が大きく揺れ動きます。子どもと多くの時

間を過ごす保護者が、我が子が何を感じ、何を考え、何を求めているのか、常

に感じ取り、寄り添っていくことを基本とした支援体制を目指します。 

 

発達支援はこのように、専門機関や家庭だけで行うものではありません。子

どもは地域で暮らしており、子どもの所属する幼稚園、保育園、認定こども

園、学校、学童保育室、あびっ子クラブ、児童通所支援事業所などにおいて、

合理的配慮が保障できる地域づくりを目指します。 

 

 

 

 

－持続可能な開発目標（SDGs）－ 

持続可能な開発目標（SDGs）とは、2015年 9 月の国連サミットで採択され

た「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された 2030 年までに

持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17 のゴールから構成され、地球

上の「誰一人取り残さない」ことを誓っています。 SDGs は発展途上国のみなら

ず、先進国自身が取り組むユニバーサル（普遍的）なものであり、日本としても

積極的に取り組んでいます。我孫子市では、SDGs を誰もが健康で安心して暮ら

せる住宅都市として、より一層発展させていく目標と捉え、健康・福祉、環境保

全、産業、都市機能など、さまざまな分野のまちづくりを進めています。 

 本計画においても持続可能な開発目標（SDGs）の視点に配慮し、事業を推進し

ます。 

 

①貧困をなくそう 

 

⑦エネルギーをみんな

に そしてクリーンに  

⑬気候変動に具体的な

対策を 

 

②飢餓をゼロ 

 

⑧働きがいも経済成長

も  

⑭海の豊かさを守ろう 

 

③すべての人に健康と福

祉を  

⑨産業と技術革新の基

盤をつくろう  

⑮陸の豊かさも守ろう 

 

④質の高い教育をみんな

に  

⑩人や国の不平等をな

くそう  

⑯平和と公正をすべて

の人に 

 

⑤ジェンダー平等を実現

しよう  

⑪住み続けられるまち

づくりを  

⑰パートナーシップで

目標を達成しよう 

 

⑥安全な水とトイレを世

界中に  

⑫つくる責任 つかう

責任 
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2. 基本目標 

基本理念に基づき、次のとおり５つの目標を定めます。 

 

（1） 早期発見の促進  

医療機関や保健センターでの乳幼児の相談や健診、教育委員会での就学

時健康診断*、その他関係機関において早期発見につながるための連携強化

を図ります。 

また、早期の発達支援につなげるために、保護者の不安に寄り添えるよう

な関係機関での連携を図ります。 

 

（2） 発達支援の拡充  

児童福祉法に基づく児童通所支援事業において、障害の有無に関わら

ず、年齢別のニーズに応じた質の高い専門的な発達支援を実施していきま

す。そのために、民間の児童通所支援事業所とともに児童発達支援センタ

ー*であるこども発達センターを中心とした発達支援体制の充実を図りま

す。 
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（3） 家族支援の充実 

発達に支援が必要な子どもを育てる家庭において、発達支援を継続的か

つ効果的に行えるようにするには、保護者の「気づき」が重要です。 

そのためには、保護者に寄り添った支援を行い、保護者が子どもの発達

特性や障害への理解を深められることが必要です。そこで、保護者が主体

的にかかわることができるような相談支援体制の充実を図り、子ども虐待

を含む不適切な養育に繋がることを防止します。 

 

（4） 地域支援の構築  

発達に支援が必要な子どもが、児童通所支援事業所に加え、幼稚園、保

育園、認定こども園、学校、学童保育室、あびっ子クラブ等の地域の居場

所において、健やかに育つために、子どもの状況にあわせた配慮や環境整

備が行えるように地域支援体制を確立します。 

また、発達に支援が必要な子どもとその家族が差別や偏見、不利益を受

けないよう合理的配慮の理解を促し、差別の解消を推進していきます。 

 

（5） 教育支援の拡充  

子どもたち一人ひとりの心と体の発達に応じた教育を推進するため、特

別支援教育を推進し、支援体制の充実を図ります。一人ひとりに適した環

境で教育を受けることができれば、子どもはのびのびと学習に取り組むこ

とができ、ひいては保護者の負担を軽減することに繋がります。 

また、教育支援委員会や学校等との連携を図り、卒業後を見据えた就労

移行支援事業所*等との連携を図ります。 

 

－療育支援と発達支援－ 

 

我孫子市では、医学的診断の有無によらず、支援の対象となる子どもを

「発達に支援が必要な子ども」と定義し、子どもの成長や特性に応じた 

“丁寧な子育て”を応援しています。 

そこで本計画では、もともとは障害のある子どもへの治療と教育を合わ

せた専門性の高い意味を持つ「療育」という言葉ではなく、子どもが普段

生活している家庭や所属機関などで幅広い支援や合理的配慮が受けられる

ように「発達支援」という言葉を用いています。 

さらに、専門機関以外でのサポートが充実するように「家族支援」、

「地域支援」、「教育支援」という言葉を用い、幅広い支援体制を図って

います。 
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3. 施策の体系 

基本目標に基づき、施策及び事業を次の表のとおりとします。 

基本目標 施策及び事業 所管 

早期発見 

の促進 

発達支援に関する専門職員の派遣 こども発達センター 

ケースワーカーによる相談・調整 こども発達センター 

あそびの教室による早期支援 こども発達センター 

子ども総合相談の推進 子ども相談課 

発達支援 

の拡充 

専門職員による相談・訓練 こども発達センター 

児童発達支援事業所「ひまわり園」による発達支援 こども発達センター 

保育所等訪問支援事業所「おひさま」による発達支援 こども発達センター 

児童通所支援事業 子ども相談課 

家族支援 

の充実 

ケースワーカーによる相談・調整【再掲】 こども発達センター 

専門職員による相談・訓練【再掲】 こども発達センター 

相談支援事業所「なの花」の相談支援専門員による児

童支援利用計画の作成 

こども発達センター 

就学に関する相談・支援業務 こども発達センター 

教育相談・発達相談事業 教育相談センター 

子ども総合相談の推進【再掲】 子ども相談課 

子ども虐待防止・援助活動の推進 子ども相談課 

地域支援 

の構築 

専門職員による訪問・相談 こども発達センター 

ライフダイアリー普及事業 こども発達センター 

教育支援 

の拡充 

教育支援委員会の運営 教育相談センター 

学級支援員派遣事業 教育相談センター 

教育相談センター巡回事業 教育相談センター 

特別支援教育推進事業 教育相談センター 

教育相談センターアドバイザー事業 教育相談センター 

就学相談事業 教育相談センター 

長欠対策事業 教育相談センター 

教育相談・発達相談事業【再掲】 教育相談センター 

児童生徒からの悩み相談ホットライン 教育相談センター 
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第４章 施策の推進 

1. 早期発見の促進                         

【方向性】 

 子どもに関わる専門職員のスキルを向上させることで、発達に支援が必要な

子どもを早期発見し、早期に発達支援へ繋げるための支援体制の充実を図り

ます。 

 こども発達センターのケースワーカーを中心とした関係機関との連携や情報

共有を強化します。 

 乳幼児期における親子の愛着関係を大切にした相談支援体制の充実を図りま

す。 

 

（１）発達支援に関する専門職員の派遣                

  保健センターの健診や育児相談等において、保健師が必要と判断した場合 

に、こども発達センターの専門職員が子どもの発達に関する相談支援を行い

ます。保健センターとこども発達センターが連携することで、発達に支援が

必要な子どもを効果的に早期発見、早期支援することに繋げます。 

         
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

保健センターでの相談業務 延べ人数 322 人 315 人 310 人 

 

（２）ケースワーカーによる相談・調整                

  こども発達センターに相談があった場合、ケースワーカーが原則すべての

子どもの受理面接を行い、子どもの発達と家庭の状況を把握します。その

後、こども発達センターにおける会議を通じ、発達支援、福祉サービスの利

用に繋げるとともに、必要に応じて関係機関とも情報共有を行います。 

  また、こども発達センターにおいて小児科医が発達相談や診断を行うこと

で、子どもの発達状況をより客観的に把握できる機会を設けます。 

         
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

こども発達センター利用者 実人数 698 人 682 人 672 人 

受理面接 実人数 215 人 210 人 207 人 

医療相談 延べ人数 36 人 36 人 36 人 
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（３）あそびの教室による早期支援                    

  子どもの発達状況に応じた適切な発達支援に繋げるために、こども発達セ

ンターにおいて「親子教室（たんぽぽ教室）」を実施しています。 

保健センターで行われる健診や子育て相談で相談があった発達に支援が必

要な子どもとその保護者を対象に、親子あそびや集団活動を通して経過観察

を行い、必要な発達支援に繋ぐため、「親子教室（たんぽぽ教室）」を実施

します。 

         
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

親子教室（たんぽぽ教室） 延べ人数 25 人 25 人 25 人 

 

（４）子ども総合相談の推進                      

子ども相談課では、子どもに関するあらゆる相談に、来所及び電話等で対

応しています。相談内容により、総合窓口として適切な専門機関を紹介する

とともに、助言が必要と判断した場合には継続的な相談支援を行います。特

に様々な要因から養育が困難な家庭において子ども虐待に至るケースも多い

ことから、子ども総合相談窓口としての周知や機能の強化を図りながら、関

係機関と連携し、家族支援を行います。 

         
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

子どもに関する相談のうち、終結件数の割合 80％ 80％ 80％ 
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2. 発達支援の拡充                     

【方向性】 

 こども発達センターを利用する子どもの保護者に対し、その意向を受け止

め、子どもと保護者の安定した関係に配慮し、質の高い専門的な発達支援を

提供します。 

 子どもの所属機関や児童通所支援事業所による効果的なサービスの提供が行

えるように相談支援事業所を中心とした支援体制を充実させていきます。 

 重症心身障害児や医療的ケアが必要な子どもが、身近な地域で必要かつ適切

な支援を受けられるように、医療的ケア児等支援の協議の場を「療育・教育

システム連絡会」の医ケア児支援部会として設置することにより、各関連分

野が共通の理解に基づき協働し、地域における課題の整理や地域資源の開発

等を行うなど、医療的ケア児に対する支援のための地域づくりを推進しま

す。また、医療的ケア児等支援コーディネーターの配置により、医療的ケア

児が必要とする多分野にまたがる支援の利用を調整し、その子どもにとって

より適切な支援の提供につなげていきます。 

 強度行動障害を有する子どもに対しても、適切な支援ができるよう、人材育

成等を通じて支援体制の整備を図ります。 

 

（１）専門職員による相談・訓練                 

（事務事業名：地域と連携した子どもの発達への支援） 

発達に支援が必要な子どもに対して、こども発達センターの各専門職員が

子どもの発達状況を検査と評価を通して的確にとらえ、適切な支援を行いま

す。また、保護者の子育てについての相談に応じるとともに、ペアレントプ

ログラムの支援体制を確保します。 

 

         
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

発達評価 延べ人数 596 人 596 人 596 人 

心理・発達相談（就学児の相談含む） 延べ人数 920 人 920 人 920 人 

個別療育 理学療法 実人数 50 人 50 人 50 人 

作業療法 実人数 170 人 170 人 170 人 

言語聴覚療法 実人数 200 人 200 人 200 人 

家庭療育指導 実人数 200 人 200 人 200 人 
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見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

集団療育 乳児集団療育 実人数 15 人 15 人 15 人 

幼児集団療育 実人数 50 人 50 人 50 人 

補装具・日常生活用具相談 延べ人数 10 人 10 人 10 人 

保護者学習会 参加人数 30 人 30 人 30 人 

療育セミナー 参加人数 170 人 170 人 170 人 

ペアレントプログラム 実人数 5 人 5 人 5 人 

 

（２）児童発達支援事業所「ひまわり園」による発達支援     

 児童福祉法に規定する児童発達支援事業として、一人ひとりの子どもに対

し発達支援と保護者への支援を行い、日常生活における基本動作の習得、集

団生活への適応能力の向上を図ります。 

 

（３）保育所等訪問支援事業所「おひさま」による発達支援        

 児童福祉法に規定する保育所等訪問支援事業として、幼稚園、保育園、認

定こども園等に就園している子どもについて、必要に応じて就園先で、直接

支援を行います。 

 

 

  

         
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

契約者数 45 人 45 人 45 人 

         
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

契約者数 2 人 2 人 2 人 
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（４）児童通所支援事業                              

子ども相談課において、児童通所支援を必要とする子どもが適切なサービ

スを受けられるよう公平、適切、迅速に支給決定を行います。 

日常生活全般を支援する観点から児童通所支援に加えて、他の福祉サービ

ス、社会資源を積極的に活用できるようサービス等利用計画を作成します。 

        
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

児童発達支援 
実人数/月 248 人 272 人 300 人 

延べ利用日数/月 1,600 日 1,760 日 1,936 日 

放課後等デイサービス 
実人数/月 337 人 411 人 501 人 

延べ利用日数/月 3,906 日 4,765 日 5,814 日 

保育所等訪問支援 
実人数/月 2 人 3 人 3 人 

延べ利用日数/月 4 日 5 日 6 日 

居宅訪問型 

児童発達支援 

実人数/月 1 人 2 人 2 人 

延べ利用日数/月 4 日 8 日 8 日 

相談支援事業 

医療的ケア児に対する関連

分野の支援を調整するコー

ディネーターの配置人数 

実人数/月 108 人 137 人 174 人 

実人数 5 人 6 人 7 人 

医療的ケア児支援のための

協議の場の開催回数 
実施回数/年 2 回 2 回 2 回 

※「医療的ケア児に対する関連分野の支援を調整するコーディネーターの配置人数」及び「医

療的ケア児支援のための協議の場の開催回数」は、本計画から見込み値を設定 
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3. 家族支援の充実              

【方向性】 

・発達に支援が必要な子どもを育てる家庭において、支援を継続的かつ効果的

に行えるようにするためには、保護者の「気づき」が重要です。障害や発達

特性の理解促進のために専門職員による親子の愛着関係を大切にした発達支

援、教育・心理・発達相談を行います。 

・ライフステージを通じた親支援を可能とするために、保護者等が子どもの発

達特性を理解し、必要な知識や対応方法を身につけるため、保護者向けの支

援プログラムであるペアレントプログラム、ピアサポート*活動等を通じて、

支援体制の充実を図ります。 

 

（１）ケースワーカーによる相談・調整【再掲】        

こども発達センターに相談があった場合、ケースワーカーが原則すべての

子どもの受理面接を行い、子どもの発達と家庭の状況を把握します。その

後、こども発達センターにおける会議を通じ、発達支援、福祉サービスの利

用に繋げるとともに、必要に応じて関係機関とも情報共有を行います。 

  また、こども発達センターにおいて小児科医が発達相談や診断を行うこと

で、子どもの発達状況をより客観的に把握できる機会を設けます。 

         
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

こども発達センター利用者 実人数 698 人 682 人 672 人 

受理面接 実人数 215 人 210 人 207 人 

医療相談 延べ人数 36 人 36 人 36 人 

 

（２）専門職員による相談・訓練【再掲】          

（事務事業名：地域と連携した子どもの発達への支援） 

発達に支援が必要な子どもに対して、こども発達センターの各専門職員が

子どもの発達状況を検査と評価を通して的確にとらえ、適切な支援を行いま

す。また、保護者の子育てについての相談に応じるとともに、ペアレントプ

ログラムの支援体制を確保します。同じ悩みを持つ保護者が集まり、子育て

の悩みや学びを共有します。 

ペアレントメンター*については、県の登録者数を把握し、市内の実態やニ

ーズを把握しながら、活用についての検討を進めていきます。 
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見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

発達評価 延べ人数 596 人 596 人 596 人 

心理・発達相談（就学児の相談含む） 延べ人数 920 人 920 人 920 人 

個別療育 理学療法 実人数 50 人 50 人 50 人 

作業療法 実人数 170 人 170 人 170 人 

言語聴覚療法 実人数 200 人 200 人 200 人 

家庭療育指導 実人数 200 人 200 人 200 人 

集団療育 乳児集団療育 実人数 15 人 15 人 15 人 

幼児集団療育 実人数 50 人 50 人 50 人 

補装具・日常生活用具相談 延べ人数 10 人 10 人 10 人 

保護者学習会 参加人数 30 人 30 人 30 人 

療育セミナー 参加人数 170 人 170 人 170 人 

ペアレントプログラム 実人数 5 人 5 人 5 人 

ピアサポート 参加人数 12 人 12 人 12 人 

 

（３）相談支援事業所「なの花」の相談支援専門員による児童支援利用計画の

作成                                      

     

 児童福祉法に規定する障害児相談支援事業として、適切かつ効果的な児童

通所支援の利用に加え、他の福祉サービスや地域社会資源等の活用をできる

よう児童支援利用計画を作成します。特に子どもが未就学児の場合、障害や

発達特性の理解促進を促していくことで子どもの健全な成長発達に繋がるこ

とから、保護者支援を積極的に行っていきます。 

           
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

契約者数 270 人 275 人 280 人 

児童支援利用計画延べ作成数 285 件 290 件 300 件 

 

（４）就園、就学に関する相談・支援業務              

保護者が子どもに適した就学先を選択できるよう、こども発達センターに

おいて就学に関する相談を受けています。小学校へ入学後、子ども自身が学

校の生活に適応し、集団生活を楽しく行えるようにするため、こども発達セ
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ンターと小学校との連携を図っていきます。また、保護者からの要望に応じ

ての引継ぎ資料の作成および就学した後の相談、支援も継続して行います。 

こども発達センターを利用する子どもが、幼稚園、保育園、認定こども園

の利用を希望する場合、就園先や園生活等に関する説明会も開催していま

す。 

 

（５）教育相談・発達相談事業                    

学齢期の児童生徒やその保護者、あるいは関係者からの、不登校やいじ

め、発達の偏りなどを主訴とする様々な相談に応じています。子どもの発達

の偏りは育てづらさに繋がることも多いことから、子ども虐待に至らないよ

う、継続的に支援します。 

  見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

来談件数 350 件 350 件 350 件 

発達障害及び何らかの発達の偏りが背景に

あると思われる相談の割合 
65％ 65％ 65％ 

相談回数※ 2,600 回 2,600 回 2,600 回 

※相談回数は、来所相談、電話相談、他機関調整を含む 

（６）子ども総合相談の推進【再掲】              

子ども相談課では、子どもに関するあらゆる相談に、来所及び電話等で対

応しています。相談内容により、総合窓口として適切な専門機関を紹介する

とともに、助言が必要と判断した場合には継続的な相談支援を行います。特

に様々な要因から養育が困難な家庭において子ども虐待に至るケースも多い

ことから、子ども総合相談窓口としての周知や機能の強化を図りながら、関

係機関と連携し、家族支援を行います。 

         
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

子どもに関する相談のうち、終結件数の割合 80％ 80％ 80％ 

           
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

就学引き継ぎ資料作成人数 136 人 120 人 110 人 

学童相談（小 1 フォロー） 70 人 70 人 70 人 

就園説明会 参加人数 15 人 15 人 15 人 
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（７）子ども虐待防止・援助活動の推進            

子ども虐待の背景には、子ども自身や子育てをする保護者が抱える様々な

悩みや不安があります。それらが子ども虐待に繋がらないように、また重症

化させないために、子ども相談課を中心として、児童相談所や学校など関係

機関とのネットワークを活用した支援活動を行います。 

         
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

緊急性の高い児童通告について、48 時間以

内に調査を行った割合 
100％ 100％ 100％ 

 

 

－ヤングケアラー支援について－ 

 

家族のケアを引き受けることで本来やりたいこと、やるべきことを行うのが難し

くなってしまっている子ども達がいます。ただ、ヤングケアラーであること自体はい

けないことではありません。そういう状況にある子どもの話をよく聞き、周りの大人

たちが子どもの希望を叶えるために何ができるのかを一緒に考えることが大切です。 
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4. 地域支援の構築                         

【方向性】 

 幼稚園、保育園、認定こども園、学校、学童保育室、あびっ子クラブ等にお

いて、発達に支援が必要な子どもが健やかに成長し、のびのびと地域で生活

できる体制を構築するために、児童発達支援センターであるこども発達セン

ターを中心として地域のインクルージョンを推進し、関係機関での情報共有

と連携を強化します。 

 地域の児童通所支援事業所に対するスーパーバイズ、コンサルテーションの

支援体制を構築します。こども発達センターの職員（保育士含む）が民間の

障害児通所支援事業所を訪問し、支援内容の確認や助言等を行う施設巡回を

実施し、サービスの質の向上や不正、虐待の防止に努めます。 

 児童通所支援事業所が、障害や発達特性のある子どもへの対応の質を高めら

れるよう、こども発達センターの専門職員が研修の場を提供します。 

 それぞれの場において合理的配慮が提供されるよう、保育者や関係者に発達

特性の理解を促し、関わり方や環境調整に関する指導、助言を行います。 

 災害時の迅速な対応のため、地域の関係機関と日常的な連携を促進します。 

  

（１）専門職員による訪問・相談                  

（事務事業名：地域と連携した子どもの発達への支援） 

 幼稚園、保育園、認定こども園、学校等の生活において、発達に支援が必

要な子どもの健やかな育ちを支援するために、こども発達センターの専門職

員が保育者や教職員に対して子どもへの関わり方や環境調整に関する助言を

行います。 

巡回相談として、こども発達センターの専門職員が我孫子市在住の未就学

児が通っている各園に年 3 回ずつ訪問しています。他にも、保護者や子ども

の所属機関、児童通所支援事業所からの依頼をもとに、各専門職員が施設訪

問相談を実施しています。さらに、就学後の子どもの様子について保護者か

らの相談に応じ、必要に応じて学校や児童通所支援事業所と連携します。 

 

          
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

巡回相談（就学前） 延べ人数 160 人 160 人 160 人 

施設訪問相談 実施回数 20 回 20 回 20 回 
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（２）ライフダイアリー普及事業                  

我孫子市に住むすべての子どもとその保護者を対象に子育て支援ファイル

「ライフダイアリー」を配布しています。これは、より良いサービスを行う

ため、家庭及び関係機関が子どもに関する情報の共有化を円滑かつ的確に行

うための記録を綴った情報伝達用のファイルです。平成 28 年度から全戸配

布となりましたが、活用が進まない現状もあるため、「ライフダイアリー」

の活用方法や配布対象について検討していきます。 

 

  

           
 

見込み値 

R6 年度 R7 年度 R8 年度 

ライフダイアリーの配布数 685 冊 220 冊 215 冊 

－福祉サービスと関係機関の関係－ 

発達に支援が必要な子どもが利用できる福祉サービス、関係機関は多岐に渡り 

ます。そこでその調整役になるのが相談支援事業所です。 
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5. 教育支援の拡充                         

【方向性】 

 学齢期の発達に支援が必要な児童生徒に適切な教育支援が実施されるよう、

教育相談センターにおいて教育相談、支援体制の充実を図ります。家族への

支援を充実させ、相談支援事業所など地域資源との連携強化を図ります。  

 

（１）教育支援委員会の運営                      

学齢期の発達に支援が必要な児童生徒の就学について、教育支援委員会を

設置し、年 4 回の会議で対象の児童生徒の就学先を審議します。また教育相

談センターがこども発達センター、我孫子特別支援学校等と連携し、対象の

児童生徒や保護者と個別に相談し、学校見学、体験入学等を通して保護者の

意向を確認しながら就学を決定します。 

 

（２）学級支援員派遣事業                            

小中学校の特別支援学級数、在籍児童生徒数や、教育相談センター巡回事

業で把握した支援を要する児童生徒の実態に基づいて、学級支援員を小中学

校に派遣します。特別支援学級に在籍する児童生徒は年々増えているため、

学級支援員を確保するとともに、研修等を通しスキルアップをしていきま

す。 

 見込み値 

R6年度 R7 年度 R8年度 

支援員一人に対する 

特別支援学級在籍児童生徒の数 

小学校 5.1 人 5.1 人 5.1 人 

中学校 6.7 人 6.7 人 6.7 人 

 

（３）教育相談センター巡回事業                  

巡回相談員は、教育相談センター長、各学校の担当アドバイザー、特別支

援教育担当指導主事、必要に応じて教育相談センターケースワーカーが務め

ます。授業観察及び管理職、特別支援教育コーディネーター*の説明等を通し

て各学校の特別支援教育体制の推進を図ります。また、誰一人取り残すこと

なく必要な児童生徒に対する教育支援計画を作成します。 
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 見込み値 

R6年度 R7 年度 R8年度 

必要な児童生徒に対する教育支援計画作成数 920 人 930 人 940 人 

必要な児童生徒に対する教育支援計画作成率 100％ 100％ 100％ 

 

（４）特別支援教育推進事業                          

特別支援教育コーディネーター研修会を年 2 回、さらに各小中学校（19

校）で校内研修会等を開催し、学齢期の発達に支援が必要な児童生徒の指

導、支援の質の向上を図ります。 

         
 

見込み値 

R6年度 R7年度 R8年度 

校内研修会 19 回 19 回 19 回 

学級支援員研修会 2 回 2 回 2 回 

コーディネーター研修会 2 回 2 回 2 回 

聞こえの相談会（※） 1 回 1 回 1 回 

※R2 年度に廃止した聞こえの研修会の代わりに、R6 年度から聞こえの相談会を実施 

 

（５）教育相談センターアドバイザー事業              

 学齢期の学校生活における何らかの困り感があると思われる児童生徒につ

いて、教職員とアドバイザーが日常的に情報を共有しあい、児童生徒の困り

感を軽減するための方法を教職員とともに検討します。 

 

（６）就学相談事業                              

年長児についてはこども発達センターと、小学 6 年生については学校と、

それぞれ連携しながら、学校見学や体験学習を通して、子どもの可能性を最

大限に伸長できる教育の場を保護者が選択できるよう、相談に応じます。  

 見込み値 

R6年度 R7年度 R8年度 

小学校 
延べ人数 230 人 230 人 230 人 

派遣回数 200 回 200 回 200 回 

中学校 
延べ人数 60 人 60 人 60 人 

派遣回数 70 回 70 回 70 回 
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 見込み値 

R6年度 R7年度 R8年度 

体験者数（実数） 170 人 170 人 170 人 

体験回数 

（延べ人数） 

120 回 

（180 人） 

120 回 

（195 人） 

120 回 

（205 人） 

教育支援委員会審議件数 

（小学校入学予定者） 
120 件 130 件 135 件 

教育支援委員会審議件数 

（中学校入学予定者） 
60 件 65 件 70 件 

その他の相談回数※ 250 回 250 回 250 回 

※その他の相談回数には来所相談、電話相談、他機関連携、検査等を含む 

 

（７）長欠対策事業                              

すべての小中学校に心の教室相談員を派遣予定です。小学校、中学校共

に、月 48 時間勤務（週２～３時間）を目途に開室し、児童生徒をはじめ、

保護者や教職員の相談に応じます。 

教育支援センター*「かけはし」、「ひだまり」と各校の「校内教育支援セ

ンター」の連携を図り、発達支援の視点を含めた総合的な児童生徒の理解及

びその児童生徒に応じた対応を実践していきます。 

 見込み値 

R6年度 R7年度 R8年度 

心の教室相談員の延べ相談人数 10,000 人 10,000 人 10,000 人 

教育支援センター利用児童生徒数 115 人 130 人 145 人 

  

（８）教育相談・発達相談事業【再掲】            

学齢期の児童生徒やその保護者、あるいは関係者からの、不登校やいじ

め、発達の偏りなどを主訴とする様々な相談に応じています。子どもの発達

の偏りは育てづらさに繋がることも多いことから、子ども虐待に至らないよ

う、継続的に支援します。 

  見込み値 

R6年度 R7年度 R8年度 

来談件数 350 件 350 件 350 件 
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  見込み値 

R6年度 R7年度 R8年度 

発達障害及び何らかの発達の偏りが背景に

あると思われる相談の割合 
65％ 65％ 65％ 

相談回数※ 2,600 回 2,600 回 2,600 回 

※相談回数は、来所相談、電話相談、他機関調整を含む 

 

（９）児童生徒からの悩み相談ホットライン         

 教育相談センター内に学齢期の児童生徒が直通でかけられる電話やメール

による相談窓口です。心理相談員や社会福祉士が対応にあたるとともに、関

係諸機関との連携を密にし、児童生徒の悩みやいじめ問題の解決に取り組み

ます。 

 
見込み値 

R6年度 R7年度 R8年度 

相談人数 20 人 20 人 20 人 

 

 

 

－マルトリートメントとは－ 

言葉による脅し、威嚇、罵倒、無視、放っておく、子どもの前で繰り広げ

られる激しい夫婦喧嘩など、大人から子どもへの発達を阻害する行為全般を

含めた不適切な養育を意味します。 

子どもの脳は傷つきやすく、上記のような極度のストレスを感じると、そ

の苦しみになんとか適応しようとして自ら変形します。その結果、落ち着き

がない、集団行動ができない、乱暴、不自然な愛着行動を見せる等、発達障

害的な行動が現れ、適切な支援を受けられないまま成長すると、うつ病、摂

食障害、統合失調症などの精神疾患症状や反社会的行為が出現し、生涯にわ

たって影響を及ぼします。 

発達障害的な行動に対する支援者の対応方法は発達障害と同じです。発達

障害について正しい知識を身に付け、子どもの問題を理解し、対処方法の知

識と技法の習得、対処行動への適切な評価ができるようにスキルアップする

ことが大切です。 
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6. 計画の推進体制と進行管理 

（1） 推進体制 

本計画の推進にあたっては、福祉分野、教育分野を含む、様々な分野にわた

る地域資源との連携が重要であることから、幼稚園、保育園、認定こども園、

学校などの子どもの所属機関、児童通所支援等の事業所、相談支援事業所など

福祉事業所のほか、庁内関係部署等と連携しながら取り組むことが必要です。 

そこで本計画は、関係機関の連携を図ることを目的として設置した「療育・

教育システム連絡会」を中心に策定しました。 

「療育・教育システム連絡会」は、市と教育委員会の関係部署の他、私立保

育園長代表、私立幼稚園長代表、小中学校校長会代表、我孫子特別支援学校

長、湖北特別支援学校長を委員として組織するとともに、具体的な施策を検討

する６つの作業部会を設置していることから、それぞれの立場からの意見を伺

いながら、今後の計画進行の検証と評価を行い、次期の計画策定につなげてい

きます。 

（2） 療育・教育システム連絡会とは 

近年、子どもの人口数の減少に対して、発達に支援が必要な子どもの人口に

占める割合は、継続して増加傾向にあります。このような中、障害特性の重症

化、多様化や家族形態の変化等により、発達に支援が必要な子どもとその家族

の多くは、不安や負担感を抱えています。中には、家庭機能が低下し、子育て

に困難を抱え、結果的に虐待や不適切な養育環境に陥る家庭もあります。 

子どもの発達に関わる問題は多岐に渡り、ひとつの部署、機関ですべての問

題を解決することは不可能なので、関係機関の連携が重要になってきます。 

そこで我孫子市では、発達に支援が必要な子どもを早期に発見し、ライフス

テージに応じた切れ目のない発達支援を充実させるために、「療育・教育シス

テム連絡会」に作業部会を設置しています。令和 5 年度には、新たに医療的ケ

ア児等への支援体制を協議する場として「医ケア児等支援部会」を設置し、6

つの作業部会にて、本計画の策定や進捗状況管理、重要施策の検討や決定を行

っています。 

 

 

 

 

 

 

療育・教育システム連絡会 

療育専門 

委員会 

施策を検討 

児童通所 

支援部会 

施策を検討 

就学移行期

部会 

施策を検討 

学齢期 

部会 

施策を検討 

ライフダイ

アリー部会 

施策を検討 

検証・評価 → 方針を決定 

医ケア児等 

支援部会 

施策を検討 
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（3） 療育・教育システム連絡会のイメージ図  
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＜資料集＞ 

1. アンケート調査の概要 

1【我孫子市こども発達センターについて】 

こども発達センターの相談及び療育利用者の現在の利用状況と今後の利用希

望を把握するために、調査を実施したものです。 

 

調査対象 こども発達センターの相談及び療育を利用している子の保護者 

調査期間 令和 5 年 7 月 1 日から令和 5 年 7 月 31 日 

調査の方法 インターネットでの回答 

回収状況 配布数 有効回答数 有効回答率 

537 248 46.2％ 

 

 

 

２【児童通所支援について】 

令和 6 年度からの第３期子ども発達支援計画（第 3 期障害児福祉計画）の

策定にあたり、発達に支援が必要な子どもを取り巻く状況や課題を把握するた

め、調査を実施したものです。 

 

調査対象 児童通所給付費の支給決定を受けている児童の保護者 

調査期間 令和 5 年 7 月 14 日から令和 5 年 8 月 4 日 

調査の方法 インターネットでの回答 

回収状況 配布数 有効回答数 有効回答率 

496 235 47.4％ 
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３【障害児相談支援事業所について】 

令和 6 年度からの第 3 期子ども発達支援計画（第 3 期障害児福祉計画）の

策定にあたり、障害児相談支援事業所の状況や課題、意向を把握するため、調

査を実施したものです。 

 

調査対象 市内障害児相談支援事業所 8 か所 

調査期間 令和 5 年 7 月 14 日から令和 5 年 8 月 4 日 

調査の方法 インターネットでの回答 

回収状況 配布数 有効回答数 有効回答率 

8 6 75.0％ 

 

 

 

４【児童通所支援事業所について】 

令和 6 年度からの第 3 期子ども発達支援計画（第 3 期障害児福祉計画）の

策定にあたり、児童通所支援事業所の状況や課題、意向を把握するため、調査

を実施したものです。 

 

調査対象 市内児童通所支援事業所 22 か所 

調査期間 令和 5 年 7 月 14 日から令和 5 年 8 月 4 日 

調査の方法 メールによる配布及び回収 

回収状況 配布数 有効回答数 有効回答率 

22 15 68.2％ 
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2. 我孫子市こども発達センターについて（アンケート調査） 

① こども発達センターの利用状況 

(ア) 利用者の年齢 

 

「5 歳児」と「4 歳児」が

31.6％と同じとなってお

り、年齢を追うごとに利用者

が増加しています。 

 

 

 

 

(イ) 利用者の所属先 

 

「保育園」が 39.9％と最も

高く、次いで「幼稚園」が

29.6％となっています。次い

で「児童発達支援事業所」は

15.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

(ウ) こども発達センターを利用している年数 

 

「1 年未満」が 33.5％と

最も高く、次いで「1～2 年

未満」が 27.7％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

0.0%

3.7%

15.2%

18.0%

31.6%

31.6%

0.0% 50.0% 100.0%

0歳児

1歳児

2歳児

3歳児

4歳児

5歳児

1.7%

33.5%

27.7%

23.6%

9.1%

4.5%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

初回面接

のみ

1年未満

1～2年未

満

2～3年未

満

3～4年未

満

4～5年未

満

5年以上 回答数＝242

回答数＝244 

7.0%

39.9%

29.6%

13.2%

9.1%

6.2%

0.0% 50.0% 100.0%

未就園

保育園

幼稚園

認定こども園

児童発達支援事業所

「ひまわり園」

児童発達支援事業所

「ひまわり園」以外

回答数＝243 複数回答
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(エ) こども発達センターの紹介元 

 

「保健センター」が

59.1％、「保育園」「幼稚

園」「認定こども園」が

18.6％となっており、合わせ

て約 8 割を占めています。 

 

 

 

    

 

 

(オ) こども発達センターの紹介案内のわかりやすさ 

 

「わかりやすかった」が

88.5％、「わかりにくかっ

た」が 11.5％となっていま

す。 

 

 

 

 

(カ) 初回面接の満足度 

 

「満足」と「やや満足」を

あわせた“満足”が 94.6％、

「やや不満」と「不満」をあ

わせた“不満”が 5.4%とな

っています。 

 

令和２年度調査と比較すると“満足”の割合が減少し、“不満”の

割合が増加しています。 

 

 

 

59.1%

3.3%

11.2%

6.6%

0.8%

0.4%

9.9%

0.4%

1.2%

7.0%

0.0% 50.0% 100.0%

保健センター

病院

保育園

幼稚園

認定こども園

たんぽぽ教室

自分で調べた

親族

知人

その他
回答数＝242

88.5%

11.5%

0.0% 50.0% 100.0%

わかりやすかった

わかりにくかった

回答数＝192

61.8%

32.8%

3.3%

2.1%

0.0% 50.0% 100.0%

満足

やや満足

やや不満

不満 回答数＝241
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(キ) 初回面接が満足な理由 

 

「担当者が話しやすかっ

た」が 67.5％と最も高

く、次いで「発達検査を受

けられた」が 55.7％、

「担当者からお子さんへの

関わり方の助言があった」

が 40.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

(ク) 初回面接が不満足な理由 

 

「余計不安になっ

た」が 53.8％と最も高

く、次いで「担当者か

らお子さんへの関わり

方の助言が不十分だっ

た」が 30.8％となって

います。 

「その他」には、

「子どもの発達の見通

しが持てなかった」の

回答がありました。 

 

 令和２年度調査と比

較すると、「担当者が話しにくかった」が減少しており、「余計不

安になった」が増加しています。 

 

 

 

67.5%

55.7%

40.8%

39.5%

21.9%

1.3%

0.0% 50.0% 100.0%

担当者が話しやすかった

発達検査を受けられた

担当者からお子さんへの

関わり方の助言があった

これからの見通しが立っ

て安心した

いろんな人が利用してい

るのがわかって安心した

その他

回答数＝228 複数回答

23.1%

23.1%

30.8%

53.8%

23.1%

23.1%

7.7%

23.1%

0.0% 50.0% 100.0%

担当者が話しにくかった

発達検査をすることが嫌だっ

た

担当者からお子さんへの関わ

り方の助言が不十分だった

余計不安になった

他の利用者と顔を合わせたく

なかった

こども発達センターの場所が

わかりにくかった

こども発達センターの場所が

遠かった

その他

回答数＝13 複数回答



 

 ４９  

(ケ) 現在利用中の発達支援の内容 

 

「理学療法」、「作業療

法」、「言語聴覚療法」、

「家庭療育指導」をあわせ

た“個別療育”が 97.9％

「乳児集団療育」、「幼児

集団療育」をあわせた“集

団療育”が 15.6％となっ

ています。 

 

令和２年度調査と比較す

ると、“個別療育”が減少

し、“集団療育”が増加し

ています。 

 

 

 

(コ) 療育の満足度 

 

「満足」と「やや満足」

をあわせた“満足”が

91.4％、「やや不満」と

「不満」をあわせた“不

満”が 8.7％となっていま

す。 

 

 令和２年度調査と比較すると“満足”の割合が減少し、“不満”

の割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

57.6%

33.8%

7.8%

0.9%

0.0% 50.0% 100.0%

満足

やや満足

やや不満

不満
回答数＝231 

10.1%

9.7%

24.8%

31.5%

31.9%

3.4%

12.2%

17.6%

2.1%

0.0% 50.0% 100.0%

児童発達支援事業所「ひまわ

り園」

理学療法

作業療法

言語聴覚療法

家庭療育指導

乳児集団療育（１・２歳児）

幼児集団療育（３～５歳児）

発達相談

初回面接のみ

回答数＝238 複数回答



 

 ５０  

(サ) 療育が満足な理由 

 

「子どもが楽しんで通

っている」が 73.9％

と最も高く、次いで

「担当者に相談しやす

い」が 58.8％となっ

ています。「その他」

には、「子どもの特徴

をよく見てもらえる」

「発達の目安などがわ

かる」の回答がありま

した。 

 

 

 

 

 

(シ) 療育が不満足な理由 

 

「子どもが成長してい

ると感じられない」が

50％と最も高く、次い

で「療育回数が少ない」

が 40％となっていま

す。 

「その他」には、「何

の目的でこの行動をし

ているか、などの説明

がなく何をしているの

かわからないことがあ

る」などの回答があり

ました。 

 

 

 

50.0%

5.0%

10.0%

10.0%

15.0%

40.0%

0.0%

20.0%

25.0%

0.0% 50.0% 100.0%

子どもが成長していると感じ

られない

子どもが嫌がることがあるか

ら

療育の内容が子どもに合って

いない

担当者に相談しにくい

担当者から子どもへの関わり

方の助言がない

療育回数が少ない

療育回数が多い

子どもが通う所属機関と連携

がとれていない

その他

回答数＝20 複数回答

55.0%

73.9%

34.6%

58.8%

55.0%

17.1%

16.1%

28.4%

1.4%

0.0% 50.0% 100.0%

子どもが成長していると感じ

られる

子どもが楽しんで通っている

療育の内容が子どもに合って

いる

担当者に相談しやすい

担当者から子どもへの関わり

方の助言がある

療育回数がちょうどよい

子どもが通う所属機関と連携

している

就園や就学に向けての相談が

できる

その他 回答数＝211 複数回答



 

 ５１  

② 連携について 

(ア) こども発達センターと所属機関との連携 

 

「連携してほしい」が

94.9％、「連携してほしく

ない」が 5.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

(イ) 連携してほしい理由 

 

「職員と所属機関が

直接やりとりし、子ど

もへの関わり方の助言

がある」が 75.3％、

次いで「所属機関での

子どもへの対応方法が

わかったことで、子ど

もが園生活に適応できる」が 72.2％となっています。 

 

 

(ウ) 連携してほしくない理由 

 

「こども発達センターに通

っていることを知られたくな

い」と「保護者と担任の間で

情報共有ができているから」

が 33.3％、「個人情報のや

りとりについて心配」と「そ

の他」が 16.7％となってい

ます。 

「その他」には、「親の内情をあまり知られたくない」等の回答

がありました。 

 

94.9%

5.1%

0.0% 50.0% 100.0%

連携してほしい

連携してほしくない

回答数＝236

回答数＝223 

75.3%

72.2%

7.2%

0.0% 50.0% 100.0%

職員と所属機関が直接やりと

りし、子どもへの関わり方の

助言がある

所属機関での子どもへの対応

方法がわかったことで、子ど

もが園生活に適応できる

その他

回答数＝223 複数回答

33.3%

16.7%

33.3%

16.7%

0.0% 50.0% 100.0%

こども発達センター

に通っていることを

知られたくない

個人情報のやりとり

について心配

保護者の担任の間で

情報共有できている

から

その他

回答数＝12 複数回答



 

 ５２  

③ ライフダイアリーについて 

(ア) ライフダイアリーの所有の有無 

 

「持っている」が

55.3％、「持っていない」

が 44.7％となっています。 

 

 

 

 

 

(イ) ライフダイアリーの使用状況 

 

「使っていない」が

84.6％、「使っている」が

15.4％となっています。 

 

 

 

 

 

(ウ) ライフダイアリーの使用内容 

 

「その他必要な書類を保存

している」が 68.4％と最も

高く、次いで「各ページに記

入している」が 42.1％とな

っています。 

 

令和２年度調査と比較する

と、「各ページに記入してい

る」の割合が増加していま

す。 

 

 

 

55.3%

44.7%

0.0% 50.0% 100.0%

持っている

持っていない

回答数＝235

15.4%

84.6%

0.0% 50.0% 100.0%

使っている

使っていない

回答数＝130 

42.1%

26.3%

26.3%

31.6%

68.4%

10.5%

0.0% 50.0% 100.0%

各ページに記入して

いる

発達検査結果を保存

している

サービス等利用計画

書を保存している

個別支援計画書を保

存している

その他必要な書類を

保存している

その他

回答数＝19 複数回答



 

 ５３  

(エ) ライフダイアリーを使用していない理由 

 

「持ち運びにくい」が

48.2％と最も多く、次いで

「使いにくい」が 44.5％と

なっています。 

「その他」には、「書く時

間がない」「サイズが使いづ

らい」等の回答がありまし

た。 

 

 

 

④ こども発達センターの支援に期待することについて 

 

「発達状況に応じた個別

療育」が 77.2％と最も高

く、次いで「集団生活に適

応できるような療育」が

55.2％となっています。 

 

 

  

28.2%

44.5%

48.2%

27.3%

0.0% 50.0% 100.0%

使い方がわからない

使いにくい

持ち運びにくい

その他

回答数＝110 複数回答

77.2%

32.8%

55.2%

7.3%

14.7%

29.3%

16.4%

23.3%

2.6%

0.0% 50.0% 100.0%

子どもの発達状況に応じた

個別の療育

ソーシャルスキルトレーニ

ング（社会生活技能訓練）

集団生活に適応できるよう

な療育

小集団で行う療育

構音（発音）訓練

子育てや家庭のことについ

ての相談

子どもが通う所属機関への

訪問

ペアレントトレーニング

その他
回答数＝232 複数回答



 

 ５４  

3. 児童通所支援について（アンケート調査） 

① 児童通所支援支給決定者の状況 

(ア) 回答者の子どもの年齢 

  

未就学「幼児」（1 歳～就

学前）が 32.8％と最も高

く、次いで「小学校１～３

年」が 26.4%、「小学 4 年

～6 年」が 18.3％となって

います。 

 

 

 

  (イ)子どもの所属機関 

 

     小中学校の支援級が 37.0％ 

と最も高く、次いで特別支援 

学校となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  (ウ)子どもの手帳取得状況 

 

手帳を「取得している」が

40.4％、「取得していない」

が 58.7％となっています。 

  

 令和２年度調査と比較する 

と「取得していない」の割合 

 が増加しています。 

 

 

0.9%

32.8%

26.4%

18.3%

13.6%

7.7%

0.0% 50.0% 100.0%

乳児０～１

乳児1～就学前

小学1～3年

小学4～6年

中学

高校

回答数=234

9.8%

8.1%

3.0%

8.5%

37.0%

1.3%

17.9%

13.6%

0.0% 50.0% 100.0%

保育園

幼稚園

認定こども園

小中学校の通常級

小中学校の支援級

高校

特別支援学校

その他

40.4%

58.7%

0.0% 50.0% 100.0%

取得している

取得していない

回答数=233 

回答数=233 



 

 ５５  

(エ)取得している手帳の種類 

 

「療育手帳」が 85.３％、「身体障害者手帳」20.0％、「精神

障害者福祉手帳」が 4.2％となっています。 

「身体障害者手帳」の等級については、「1 級」が 92.2％と最

も高くなっています。 

「療育手帳」の程度については、「Ｂ-２」が 39.5％と最も高

く、次いで「Ｂ-１」が 19.8％となっています。 

「精神障害者福祉手帳」の等級については、「２級」が高くなっ

ています。 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

85.3%

20.0%

4.2%

0.0% 50.0% 100.0%

療育手帳

身体障害者手帳

精神障害者保健福祉

手帳

回答数=95 複数回答

92.9%

14.3%

14.3%

14.3%

0.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

身体障害者手帳1級

2級

3級

4級

5級

6級

0.0%

75.0%

25.0%

0.0% 50.0% 100.0%

精神障害者保健福

祉手帳1級

2級

3級

回答数=19 

回答数=４ 

18.5%

1.2%

2.5%

14.8%

3.7%

19.8%

39.5%

0.0% 50.0% 100.0%

療育手帳◯A-1

◯A-2

◯A

A－１

A－２

B-1

B-2

回答数=81



 

 ５６  

(オ)医療的ケアの必要性について 

 

医療的ケア（気管切開部や人

工呼吸器の管理、吸引、経管栄

養など）が「必要」が 3.8%、

「不要」が 93.6％となってい

ます。 

 令和２年度調査と比較すると

「必要」の割合が増加しています。 

 

 

② 児童通所支援サービスについて 

(ア) 利用している児童通所支援サービス 

 

「放課後等デイサービス」が

63.8％と最も高く、次いで「児

童発達支援」が 36.6％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

(イ) 児童通所支援サービスの利用目的 

 

「子どもの力を伸ばしてあげ

たい」が 80.9％と最も高く、次

いで「子ども同士で過ごす時間

を作りたい」が 51.5％となって

います。 

「その他」には、「自己理

解、自己肯定感を育むことにつ

ながる」「子どもが安心して過

ごせる場所をつくってあげた

い」等の回答がありました。 

 

3.8%

93.6%

0.0% 50.0% 100.0%

はい

いいえ

回答数=229

36.6%

0.9%

0.0%

63.8%

3.0%

0.0% 50.0% 100.0%

児童発達支援

医療型児童発達支援

居宅訪問型児童発達

支援

放課後等デイサービ

ス

保育所等訪問支援

回答数=235 複数回答

80.9%

51.5%

20.4%

11.5%

16.6%

19.6%

8.9%

0.0% 50.0% 100.0%

子どもの力を伸ばして

あげたい

子ども同士で過ごす時

間を作りたい

放課後に子どもが退屈

しないため

家で見るのが大変

家族の休養や用事

保護者の仕事

その他

回答数=235 複数回答 



 

 ５７  

(ウ) 利用している事業所の数 

 

1 か所の利用は 52.8％、2 か

所以上の利用は 43.4％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

(エ)2 か所以上を利用する理由 

 

   「療育の内容がそれぞれ異なる 

から」、「1 か所では希望する日 

 数が利用できない」の順となって 

 います。「その他」には「いろい 

 ろな環境に慣れてほしい」等の回 

答がありました。 

 

 

 

 

 

  (オ)市外の事業の利用 

 

     「利用している」が 23.8％と 

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

52.8%

43.4%

0.0% 50.0% 100.0%

1か所

2か所以上

回答数=226

63.4%

31.7%

5.0%

0.0% 50.0% 100.0%

療育の内容がそれ

ぞれ異なる

1か所では希望する

日数が

利用できない

その他

回答数=101

71.5%

23.8%

0.0% 50.0% 100.0%

利用していない

利用している

回答数=224



 

 ５８  

 (カ)市外の事業所を利用する理由  

   

    「市内に希望する支援内容の 

   事業所がない」が 82.1％と高 

   くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(キ)通所支援サービスの満足度  

 

「満足」と「やや満足」をあ 

わせた“満足”は、約 90％と 

なっています。 

「不満」と「やや不満」をあわ 

   せた“不満”は 3.0％となって 

います。 

 

 

 

 

(ク)児童通所支援サービスの満足に感じている理由 

 

「子どもが楽しんでいる」

が 81.3％と最も高く、次い

で「スタッフが真剣に対応し

てくれる」が 68.9％となっ

ています。 

     令和２年度調査と比較する 

    と上位４つの理由が増加して 

      おりサービスの質の向上が伺   

えます。 

82.1%

14.3%

17.9%

0.0% 50.0% 100.0%

市内に希望する支

援内容の

事業所がない

市内の事業所では

希望する日数の

利用ができない

その他

回答数=97 複数回答

53.2%

35.7%

3.4%

1.3%

1.7%

0.0% 50.0% 100.0%

満足

やや満足

どちらでもない

やや不満

不満

回答数=224

57.4%

81.3%

68.9%

35.4%

2.1%

4.3%

3.8%

0.0% 50.0% 100.0%

子どもが成長した

子どもが楽しんで

いる

スタッフが真剣に

対応してくれる

送迎してくれる

遅くまで預かって

くれる

親の要望に応えて

くえる

その他

回答数=209 複数回答 



 

 ５９  

(ケ)児童通所支援サービスの不満に感じている理由 

 

「希望する日に利用できない」

が 57.1％と最も高く、次いで

「障害や発達特性へのスタッフの

対応が不十分」「個別支援計画や

支援内容の説明が不十分」「相談

に乗ってもらえない」となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 ③ 相談支援について 

 

(ア) 子どもの障害や発達特性などで困ったときの相談先 

 

「通所支援事業所」が 54.0%

と最も高く、次いで「家族」が

49.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.6%

0.0%

42.9%

42.9%

42.9%

57.1%

42.9%

0.0% 50.0% 100.0%

効果を感じられない

集団活動に子どもが馴

染まない

障害や発達特性へのス

タッフの

対応が不十分

個別支援計画や支援内

容の

説明が不十分

相談に乗ってもらえな

い

希望する日に利用でき

ない

その他

回答数=７ 複数回答 

 

49.4%

42.6%

31.5%

54.0%

39.1%

14.0%

1.3%

28.9%

0.9%

9.8%

0.0% 50.0% 100.0%

家族

保育園、幼稚園、

認定こども園、学校

相談支援事業所

通所支援事業所

こども発達センター

教育相談センター

その他市役所

医療機関

児童相談所

その他

回答数=222 複数回答 



 

 ６０  

(イ) 相談支援事業の満足度 

 

「満足」と「やや満足」をあ

わせた“満足”が 77.9％、

「やや不満」と「不満」をあわ

せた“不満”が 3.0％となって

います。 

 

 

 

(ウ) 相談支援事業が満足の理由 

 

「困ったとき、迷った時に相

談できた」が 56.8％と最も高

く、次いで「客観的な意見や新

しい発見の機会になった」が

51.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

(エ)相談支援事業の不満足に感じている理由 

 

「必要な情報がもらえなか

った」が 71.4％と高く、次い

で「期待するような相談がで

きなかった」が 57.1%となっ

ています。 

 「その他」には、「なかな

か連絡がつかない」、「協力

的にサポートしてほしい」等

の回答がありました。 

 

 

41.7%

36.2%

13.2%

2.1%

0.9%

0.0% 50.0% 100.0%

満足

やや満足

どちらでもない

やや不満

不満

回答数=221 

14.3%

28.6%

57.1%

28.6%

71.4%

14.3%

0.0% 50.0% 100.0%

希望するサービス利用が

できなかった

利用計画の内容が不十分

だった

期待するような相談が

できなかった

相談支援を経由する利用

調整が

煩わしかった

必要な情報をもらえな

かったから

その他

39.3%

51.9%

56.8%

39.3%

32.2%

14.8%

0.5%

0.0% 50.0% 100.0%

適したサービス利用に

つながった

客観的な意見や新しい発見の

機会になった

困ったとき、迷った時に相談

できた

サービスの調整や手続きが

スムーズに行えた

必要な情報がもらえた

子どもの所属機関と

連携してくれた

その他
回答数=193 複数回答 

回答数=7 複数回答 



 

 ６１  

(オ)相談支援事業に期待すること 

 

「困ったとき、迷った時に相

談できる」が 67.2％と最も高

く、次いで「サービス利用のた

めの調整」が 51.5％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

  

④ライフダイアリーについて 

(ア) ライフダイアリーの所有状況 

 

「持っている」が 57.4%、

「持っていない」が 36.6%と

なっています。 

 

 

 

 

 

(イ) ライフダイアリーの使用状況 

 

 「使っている」が 28.1％、

「使っていない」が 71.9％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

51.5%

43.0%

67.2%

28.1%

51.1%

0.9%

0.4%

0.0% 50.0% 100.0%

サービス利用のための調

整

サービス等利用計画の作

成

困ったとき、迷った時に

相談できる

子どもへの関わり方の助

言

サービス事業所に関する

情報提供

特になし

その他

回答数=221 複数回答 

 

57.4%

36.6%

0.0% 50.0% 100.0%

持っている

持っていない

回答数=221  

28.1%

71.9%

0.0% 50.0% 100.0%

使っている

使っていない

回答数=135  



 

 ６２  

(ウ) ライフダイアリーの使用内容 

 

 「検査結果を保存」が 73.7％

と最も高く、次いで「サービス等

利用計画書を保存」が 60.5%と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(エ) ライフダイアリーを利用していない理由 

 

 「持ち運びにくい」が 49.5％

と最も高く、次いで「使いにく

い」が 40.2％となっています。 

「その他」には、「記入したり

まとめたりする時間がない」、

「他のものを使用している」等の

回答がありました。 

 

 

 

 

 

  

18.4%

73.7%

60.5%

63.2%

47.4%

50.0%

0.0% 50.0% 100.0%

各ページに記入

検査結果を保存

サービス等利用計画を保

存

個別支援計画を保存

その他必要な書類を保存

その他

回答数=38 複数回答 

15.5%

40.2%

49.5%

38.1%

24.7%

0.0% 50.0% 100.0%

使い方がわからない

使いにくい

持ち運びにくい

活用方法がわからな

い

その他

回答数=97 複数回答 



 

 ６３  

④ 連携について 

(ア) 連携の必要性 

 

 「とても必要」と「やや必要」をあわせた“必要”は、「相談支

援事業所と児童通所支援事業所」が 86.0％と最も高く、次いで

「児童通所支援事業所と所属機関」が 78.3％、「相談支援事業所

と所属機関」が 75.7％となっています。 

 
 

(イ) 連携の状況 

 

「連携している」に比べ、「どちらでもない」「連携していな

い」という回答が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

75.7%

86.0%

78.3%

14.9%

5.5%

11.9%

3.0%

0.9%

2.1%

0.0% 50.0% 100.0%

相談支援事業所と

所属機関

回答数=220

相談支援事業所と

児童通所支援事業所

回答数=217

児童通所支援事業所と

所属機関

回答数=217

連携してほしい どちらでもない 連携してほしくない 回答数=235

11.5%

8.9%

13.6%

27.2%

6.8%

21.3%

28.1%

19.6%

21.7%

0.1%

8.5%

11.1%

0.0% 50.0% 100.0%

相談支援事業所と

所属機関

回答数=216

相談支援事業所と

児童通所支援事業所

回答数=215

児童通所支援事業所と

所属機関

回答数=209

連携している どちらでもない 連携していない わからない

回答数=235



 

 ６４  

(ウ)連携することについて思うこと 

 

    「子どもの状況や支援方法を 

 共有できる」が 86.4％で高 

 く、対応方法がわかることで 

子どもが所属機関での生活に 

適応できる」と続いていま 

す。 

「個人情報のやりとりについ 

て心配」」という回答もあり 

ます。 

  

86.4%

69.8%

10.2%

6.4%

1.3%

6.0%

0.0% 50.0% 100.0%

子どもの状況や支援方

法を

共有できる

対応方法がわかること

で所属機関

での生活に適応できる

個人情報のやりとりに

ついて心配

必要な情報は自分で伝

えたい

サービスを利用してい

ることを

知られたくない

その他

回答数=235 複数回答 



 

 ６５  

4. 障害児相談支援事業所について（アンケート調査） 

(ア)利用者数の状況について 

 

「増えている」が 83.3%と 

    最も高くなっています。一 

方、「減っている」は.0％、 

変わらないが 16.7％となっ 

ています。 

 

 

 

(イ)利用者数の状況への対策 

 

「特になし」が 66.7%で 

最も高く、次いで「職員増」 

が 16.7%となっています。 

 

 

  

 

 

 

(ウ)事業所運営について事業所が困っていることや課題に感じている 

こと 

 

   「報酬が見合わない」 

 50.0％と高く、次いで「人 

材育成」「労働条件」「経営 

経費・活動資金不足」となっ 

ています。 

 

 

 

 

 

 

83.3%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

増えている

減っている

変わらない

わからない

0.0%

16.7%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

16.7%

0.0% 50.0% 100.0%

定員増

職員増

施設改修

新規開設

検討中

特になし

無回答

33.3%

33.3%

33.3%

16.7%

50.0%

0.0%

0.0%

16.7%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

人材育成

労働条件

経営経費・活動資金

不足

施設・設備改修

報酬が見合わない

利用者の確保

研修が受けられない

課題なし

その他

回答数=６ 

 

回答数=６ 

 

回答数=６ 複数回答 

 



 

 ６６  

(エ)利用者支援について困っていることや課題に感じていること 

 

「障害や発達特性への対応」 

    と「医療ケア児への対応」が 

83.3％と最も高く、次いで「家 

族の発達特性への対応」と「保 

護者対応全般」となっていま 

す。 

   

 

 

 

 

   (オ)児童の計画を作成する時に困っていること、苦労していること 

    ・保護者と子どもの意向が一致しているとは限らない。療育の必 

 要性、必要量に迷うことがある。 

・保護者のニーズに対する事業者の選定、調整。 

・成人と違い、本人から聞き取ることが難しいため、保護者からの 

聞き取りとなるが、似たような計画になりがちである。 

    ・教育機関や保育園に話を聞きに行っていいのか、情報の収集は 

どこまで行っていいのかわからない。 

    ・福祉サービス事業所、特別支援学校以外は保育、教育の場とあ 

まり交流が無いことで、包括的な役割を行うことに困難さを感 

じる。 

 

   (カ)児童の計画の作成に関して、どのようなサポートがあればよいか 

    ・社会資源などの情報、事業所情報、近隣事業所一覧や特色をま 

とめたもの。 

    ・子ども相談課やこども発達センターからの情報。 

    ・困ったときの相談先や他相談員との共有。 

    ・計画作成に関してのサポートより、サービスが開始してからの  

     支援体制と、相談支援だけでなく多職種の意見交換の場。 

    ・補助金。 

 

 

 

83.3%

83.3%

33.3%

50.0%

50.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

発達特性や障害へ

の対応

医療的ケア児等へ

の対応

重度な発達特性や

障害への対応

家族の発達特性の

理解

保護者対応全般

特になし

回答数=６ 複数回答 

 



 

 ６７  

(キ)事業所と保護者や他機関との連携の現状 

 

「連携が取れている」のは、「児童通所支援事業所」が

83.3％ 最も高く、次いで「行政機関」が 66.7%、「保護

者」が 50.0%となっています。一方、「連携が取れていない」

のは、「学童保育」の 66.7%が最も高く、次いで「所属機関」

が 50.0%となっています。 

 

 

 

(ク)事業所と保護者や他機関との連携の必要性 

 

「学童保育室」、「医療機関」で「どちらともいえない」が

16.7％となっていますが、それ以外では「とても必要」と「やや

必要」をあわせた“必要”という回答が 100％となっています。 

 

 

83.3%

83.3%

16.7%

16.7%

66.7%

100.0%

16.7%

16.7%

83.3%

66.7%

16.7%

16.7%

16.7%

0.0% 50.0% 100.0%

保護者

児童通所支援事業所

子どもの所属機関

学童保育室

医療機関

行政機関

とても必要 やや必要 どちらともいえない

あまり必要でない 全く必要でない わからない

回答数＝６ 

回答数＝６ 

50.0%

83.3%

66.7%

50.0%

16.7%

50.0%

33.3%

66.7%

33.3%

50.0%

66.7%

33.3%

0.0% 50.0% 100.0%

保護者

児童通所支援事業所

子どもの所属機関

学童保育室

医療機関

行政機関

連携がとれている どちらともいえない 連携が取れていない わからない
回答数=６ 

 



 

 ６８  

(ケ)連携についての課題 

  ・子どもの過ごす場所が複数である場合、情報把握が難しい。 

  ・行政機関との連携不足。 

  ・教育と福祉との縦割り。お互いに受け入れづらい面がある。 

 

(ク)利用者からの意見や要望 

・情報を知りたい(特に大人のサービスなど)。 

・どこに相談したらよいのかわからない。 

・子どもの療育について。 

     ・医療的ケアについて。 

 

(コ)その他、意見など 

・就学児、特にグレーゾーンの子どもの居場所が少ない。 

・専門職による個別支援が受けられる事業所が少ない。 

・ペアレントトレーニングの取り組みがあるとよい。 

・発達支援に関する研修会や勉強会があるとよい。 

・我孫子市内のサービスの全体像を知りたい。 

・福祉サービスだけでなく、教育機関やボランティア等も含めた 

子ども支援にかかわる人たちの情報共有、意見交換の場がある 

とよい。 

・福祉サービス利用のハードルが低く、発達が気になる子どもが

利用しやすい良い面が見られる。他市では利用要件が厳しいと

ころもあるようだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 ６９  

5. 児童通所支援事業所について（アンケート調査） 

(ア)利用者のニーズ 

 

児童発達支援では「変わ 

らない」が 53.8％と最も高 

くなっています。放課後等 

デイサービスでは「増えてい 

る」が 57.1％と高くなって 

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ)利用者のニーズへの対応 

 

利用者へのニーズへの対 

応として、「職員増」が 

66.7%と最も高くなってい 

ます。 

 

 

 

  

30.8%

57.1%

0.0%

15.4%

21.4%

0.0%

53.8%

21.4%

100.0%

0.0% 50.0% 100.0%

児童発達支援

放課後等デイサービス

保育所等訪問支援

増えている

減っている

変わらない

回答事業所数=15

児童発達支援13事業所

放課後等デイサービス

14事業所

保育所等訪問支援1事業所

20.0%

66.7%

6.7%

6.7%

33.3%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

定員増

職員増

施設改修

検討中

特になし

その他

回答数=15 



 

 ７０  

(ウ)事業所運営について困っていることや課題に感じていること 

 

「人材育成」が 53.3%と 

     最も高く、次いで「報酬が 

労働実態にそぐわない」が 

46.7%、「施設の改善」 

33.3％となっています。 

課題や困っていることへの 

対応として、「研修の充 

実」「事業所内での勉強 

会、会議」や「職員募 

   集」、「利用者の募集」 

「幼稚園等への周知活動」 

「賃金向上」等の回答があ 

りました。 

 

 

(エ)職員育成のための職員研修や自己研鑽の機会について    

  

職員研修の機会につい 

て、全事業所が「ある」と 

回答しています。 

その方法として、 

「事業所内勉強会」 

「外部専門家を招待しての 

実践型の研修」 

「外部のセミナー等の参 

加」「こども発達センターの学習会」等の回答がありました。 

また、その内容は「障害の理解」「アンガーマネジメント」 

     「摂食」「ガイドラインの読み込み」「ペアレントトレーニン 

グ」「虐待防止」等となっています。 

 

 

 

 

 

53.3%

26.7%

20.0%

33.3%

46.7%

26.7%

13.3%

20.0%

0.0% 50.0% 100.0%

人材育成が難しい

労働条件が合わない

経営経費・活動資金

の不足

施設の改善

報酬が労働実態にそ

ぐわない

利用者の確保

研修を受けられない

課題なし

回答数=15 複数回答 

100.0%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

ある

ない

回答数=15  



 

 ７１  

     (オ)保育所等訪問支援事業の実施について 

 

        今後、実施予定のある事 

業所は 26.7％(4 事業所) 

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

     (カ)保育所等訪問支援事業を実施しない理由 

 

        「人員の確保が難しい」 

       が９0.9％と一番高く、次 

  いで「実施するスキルに不 

安がある」「事業がよくわ 

からない」となっていま 

す。 

 

  

 

 

 

 

 

 

「どのような支援がある 

と実施できると考えている 

か」という問いには、「補 

助金」「専門職の配置」 

「職員の研修」の順となっ 

ています。 

 

 

26.7%

73.3%

0.0% 50.0% 100.0%

ある

ない

回答数=15 

90.9%

9.1%

18.2%

18.2%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

人員の確保が難

しい

報酬が事業に見

合っていない

実施するスキル

に不安がある

事業がよくわか

らない

対象児童がいな

い
回答数=11 複数回答 

63.6%

18.2%

45.5%

9.1%

0.0% 50.0% 100.0%

補助金

職員の研修

専門職の配置

その他

回答数=11 複数回答 



 

 ７２  

(キ)相談支援事業の実施について 

  

    今後、実施予定のある事 

   業所は 13.3％(2 事業所)と 

なっています。 

 

 

 

     

 

(ク)相談支援事業を実施しない理由 

 

        「人員の確保が難しい」 

       が 76.9％と一番高く、次 

  いで「報酬が事業に見合っ 

  ていない」「実施するスキ 

ルに不安がある」となって 

います。 

 

 

 

 

 

 

 「どのような支援がある   

と実施できると考えている 

か」という問いには、「補 

助金」「職員の研修」の順 

となっています。 

「その他」には「人材の確 

保」という回答となってい 

ます。 

 

 

 

 

76.9%

53.8%

30.8%

0.0%

0.0% 50.0% 100.0%

人員の確保が難し

い

報酬が事業に見

合っていない

実施するスキルに

不安がある

事業がよくわから

ない

13.3%

86.7%

0.0% 50.0% 100.0%

ある

ない

回答数=15 

回答数=13 複数回答 

 

92.3%

46.2%

7.7%

0.0% 50.0% 100.0%

補助金

職員の研修

その他

回答数=13 複数回答 

 



 

 ７３  

(ケ)事業所と保護者や他機関との連携の現状 

 

「連携が取れている」は、「保護者」が 93.3%と最も高く、 

次いで「相談支援事業所」、「所属機関」となっています。 

一方、「連携が取れていない」のは、「学童保育室」の 

53.3%が最も高くなっています。 

 

 

(コ)事業所と保護者や他機関との連携の必要性 

 

「とても必要」は、「保護者」と「相談支援事業所」で 

100.0%となっています。次いで「所属機関」となっていま 

す。一方、「学童保育室」は 20.0％、「医療機関」13.3% 

と少なくなっています。 

93.3%

86.7%

33.3%

60.0%

6.7%

40.0%

6.7%

13.3%

40.0%

26.7%

33.3%

40.0%

53.3%

26.7%

13.3%

53.3%

40.0%

6.7%

13.3%

13.3%

0.0% 50.0% 100.0%

保護者

相談支援事業所

他事業所

所属機関

学童保育室

医療機関

行政機関

連携がとれている どちらともいえない 連携がとれていない わからない

回答数=15 

100.0%

100.0%

40.0%

86.7%

20.0%

13.3%

53.3%

46.7%

13.3%

26.7%

73.3%

33.3%

13.3%

46.7%

13.3%

6.7%

6.7%

0.0% 50.0% 100.0%

保護者

相談支援事業所

他の通所支援事業所

所属機関

学童保育室

医療機関

行政機関

とても必要 やや必要 どちらともいえない

あまり必要でない 全く必要でない わからない 回答数=15 
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(コ)連携についての課題 

・時間と人員の確保が必要。 

・連携しても報酬がなく、人材を派遣する余裕がない。 

・電話だけでは連絡が取れないことがあるため、他の連絡手段 

の検討。 

・学校や他事業所との連携は担当がわからなかったり、情報を開

示してもらえなかったりすることがあるため、連携をとりづら

い。 

  ・連携は深いほどよいと思うが、深くなるまでに時間がかかり、

担当が変ってしまうこともあるので、なかなか深くかかわるこ

とは難しい。 

  ・連携する場所がなくなっている。 

 

(サ)利用者からの意見や要望 

  ・登校時の送迎があるとよい。 

  ・民間の相談支援事業所があることを知らなかった。日曜日に開

所してほしい。 

 

(ス)その他、意見など 

  ・親子関係のアドバイスが不可欠。 

  ・事業所抜きで保護者と保育園、相談支援専門員と話が進み事業

所の意見が反映されない。 

  ・報酬単価が見合っていない。人材募集もままならない。 

   安全安心と効果的な支援のためにスタッフの人数が必要。 

  ・就園、就学時に悩む保護者が多い。受け入れ先が増え、在籍す

る園や学校で必要な支援が受けることができるようになるとよ

い。 

  ・保護者の事業所でできること、できないことの理解も必要。 

  ・行政や相談支援事業所は利用者視点に立って、サービス事業者

を指導するべき。 
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6. 計画策定の経過 

 

年 月 日 実施内容 

令和 5 年 7 月 1 日 

～令和 5 年 7 月 31 日 

アンケート実施 

・こども発達センターの相談及び療育を利用してい

る子の保護者 

令和 5 年 7 月 14 日 

～令和 5 年 8 月 4 日 

アンケート実施 

・児童通所事業支給決定者 

・障害児相談支援事業所 

・児童通所支援事業所 

令和 5 年 12 月 4 日 

第 2 回療育・教育システム連絡会（書面開催） 

・第 3 期我孫子市子ども発達支援計画（第 3 期障害

児福祉計画）の策定について説明及び意見聴取 

令和５年 12 月 26 日 

～令和６年 1 月 25 日 
パブリックコメント 
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7. 療育・教育システム連絡会委員名簿 

 

関 係 機 関 名 氏 名 

私立保育園長代表 深山 君江 

私立幼稚園長代表 岡島 卓也 

我孫子特別支援学校長 山中 暢厳 

湖北特別支援学校長 藤原 美恵子 

小中学校校長会代表 久本 英雄 

市立保育園長代表 平井 葉子 

教育委員会総務課長 髙橋 純 

学校教育課長 中野 直美 

指導課長 森谷 朋子 

教育相談センター長 遠藤 美香 

社会福祉課長 小池 斉 

健康づくり支援課長 根本 久美子 

障害者支援課長 竹井 智人 

保育課長 石山 達也 

子ども支援課長 阿部 政人 

こども発達センター所長 三澤 由紀子 

子ども相談課長 鈴木 将人 
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8. 用語の説明       

ここでは、本文中の「＊」について解説しています。 

【  】内は、用語の初出のページを示しています。 

 

あ行                                  

○愛着【P.19】 

愛着とは、子どもが特定の人に対して「この人は自分の欲求や感情や意思を理

解してくれる、この人といれば安心だ」という認識をもち、その大人も同じよう

に認識している相互の関係のことです。安定した愛着は健やかな心の発達の土

台となります。 

 

○アーカイブ配信【P.20】 

 ライブ配信をおこなった映像を録画保存し、視聴者が後からでも視聴できる

ようにした動画配信のことです。 

 

○あそびの教室【P.9】 

こども発達センターの受理面接後、必要に応じて集団での子どもの発達状況

について行動観察を行い、適切な支援に繋げていくための場です。また、保護者

の希望により、支援が開始されるまでの間、利用することもできます。 

 

○あびっ子クラブ【P.17】 

小学生を対象に、学校施設を活用して、放課後や土曜日など、子どもたちが安

心して過ごすことができる子どもの居場所です。 

 

○医療型児童発達支援事業【P.11】 

発達に支援が必要な子どもに対し、施設において、日常生活における基本的な

動作の指導、知識や技能の付与または集団生活への適応のための訓練などを行

うことと併せて、理学療法等の訓練や医療的管理に基づいた支援を行います。 

本事業は、令和 6 年度に児童発達支援事業（福祉型）と一元化され、障害特

性に関わらず身近な地域で必要な支援を受けられる体制の整備が進められます。 

 

○医療相談【P.9】 

 こども発達センターにおいて療育及び相談を行っている児童の保護者や職員

に対して、小児科医が子どもの発達状況等について医療的な見地からの助言を

行っています。 
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○医療的ケア【P.8】 

学校や家庭などで日常的に行われている、たんの吸引、経管栄養、気管切開部

の衛生管理等の医療行為です。 

例）気管切開部の管理、人工呼吸器の管理、吸引、在宅酸素療法、胃瘻・腸

瘻・胃管からの経管栄養、中心静脈栄養など 

 

○医療的ケア児等支援コーディネーター【P8】 

 保健、医療、福祉、子育て、教育等の必要なサービスを総合的に調整し、医療

的ケア児等とその家族に対しサービスを紹介するとともに、関係機関と医療的

ケア児等とその家族をつなぐ役割を担っています。 

 

○親子教室（たんぽぽ教室）【P.9】 

保健センターでの 1歳 6か月児健康診査や子育て相談において必要と認めら

れた子どもとその保護者に対して、親子遊びを通して経過観察をする場です。必

要に応じて、こども発達センターの利用につなげます。 
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○学級支援員【P.14】  

教育上特別な支援を要する小中学校に通う児童生徒に対して、個々のニーズ

に応じた適切な対応をするために、学習面や生活面でサポートを行います。 

 

○家庭療育指導【P.10】 

心理相談員が、家庭状況を含めて親子関係を把握し、保護者が子どもとより良

い関係を築けるように援助します。全体的な発達への支援、落ち着きのなさや対

人意識の向上、コミュニケーションに支援が必要な子どもが対象です。 

 

○教育支援委員会【P.15】 

医師、学校教職員代表、関係行政機関の職員などで構成された委員会で、こど

も一人ひとりのニーズに応じた就学の場について、第三者の立場から総合的に

判断し助言する組織です。就学後においても一貫した支援を行うため、関係者へ

の助言を行うこともあります。 

 

○教育支援計画【P.14】 

特別支援教育の対象となる小中学校に通う児童生徒一人ひとりのニーズを正

確に把握し、教育の視点から適切に対応していくという考え方のもと、中長期的
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な視点で、学校卒業まで一貫して的確な支援を行うことを目的として作成して

います。 

 

〇教育支援センター【P.40】  

 いろいろな事情から「学校に行けない・行かない」という状況にある小中学生

が安心して相談したり、学んだりできるところです。 

自分を大切にすることを一番に、活動を通して仲間とかかわる楽しさや学ぶ

楽しさを経験し社会に出て行けるエネルギーを少しずつ身につけていきます。 

 湖北台東小学校内にある「かけはし」、けやきプラザ１１階にある「ひだまり」

の 2 か所があります。また、市内小学校（一部）、中学校（全部）に校内教育支

援センターが令和 5 年度より開設されました。 

 

○教育相談センター（旧 教育研究所）アドバイザー【P.15】 

学校の要請に基づき、学校生活に何らかの困り感のある小中学校に通う児童

生徒について、原則保護者の了承を得て、行動観察や心理検査その他の情報収集

等から当該児童生徒の状況を把握、分析し、学校での指導方針や指導内容に対す

る助言及び情報提供を行います。また、必要に応じて支援会議や校内委員会に参

加します。 

 

○強度行動障害【P.18】 

 自傷、他傷、こだわり、物を壊す、睡眠の乱れ、異食、多動など本人や周囲の

人のくらしに影響を及ぼす行動が著しく高い頻度で起こる状態のことです。家

族が積極的に改善を試みても、行動上の問題が継続してみられるため、特別に配

慮された支援が必要とされています。 

 

○居宅訪問型児童発達支援【P.11】 

 重症心身障害児などの重度な障害児等であって、外出することが困難な子ど

もの居宅を訪問し、日常生活における基本的な動作の指導、知識技能の獲得など

の支援をします。 

 

○ケースワーカー【P.9】 

 日常生活に問題を抱える人を支援する専門職のことで、相談援助を行う中で

問題を整理し、子どもの所属機関やサービスを提供する関係機関と連携し、必

要な社会資源の調整等を行います。 

 

○限局性学習障害【P.4 図中】 
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知的障害はなく、視覚や聴覚にも問題がなく、学習環境や本人の意欲にも問

題がないにも関わらず、「文章を読むこと」、「文字や文章を書くこと」、「計算

すること」など特定の領域だけが上手くできない状態のことです。 

 

○心の教室相談員【P.15】 

学校における教育相談体制の充実及び強化を図るために、我孫子市教育委員

会が派遣する職員のことで、小中学校に通う児童生徒及び保護者の相談を受け

ています。 

 

○言語聴覚療法【P.10】 

言語聴覚士が、言語発達の課題や発音の苦手さ、吃音のある子ども、コミュ

ニケーションに支援が必要な子どもに対して支援を行います。 

（言語聴覚士とは、言葉によるコミュニケーションに問題がある方に専門的援

助を行い、自分らしい生活を構築できるよう支援する専門職です。また、摂

食・嚥下の問題にも専門的に対応します。） 

 

○合理的配慮【P.7】 

 障害のある方々の人権が障害のない方々と同じように保障されるとともに、

教育や就業、その他社会生活において平等に参加できるよう、それぞれの障害特

性や困りごとに合わせておこなわれる配慮のことです。 
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○作業療法【P.10】 

作業療法士が、運動機能、手指機能、日常生活技能、学習基礎能力、感覚など

に課題のある子どもに対し、環境設定や道具の選定への助言や支援を行います。 

（作業療法士とは、食事、入浴、着替えなどの日常生活活動や遊びなど生活に関

わるすべての動作を用いて、発達の促進や機能回復、その維持を促す専門職で

す。） 

 

○自己肯定感【P.22】 

「自分には価値がある」、「自分は愛されている」といったように自分の価値や

存在意義を前向きに受け止める感情や感覚のことです。自己肯定感が高い子ど

もは、自分のことを大切に思い、周囲からも大事にされていると感じているため、

失敗よりも成功を強く意識して前向きにチャレンジしたり、壁にぶつかっても

立ち向かったりする傾向にあるとされています。 
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○児童支援利用計画（サービス等利用計画）【P.12】 

発達に支援が必要な子どもへの総合的な支援方針のことです。支援目標と支

援内容を明記したものになります。これに基づき各サービスを利用していくこ

とになります。 

 

○指導主事【P.21】 

学校の営む教育活動自体の適正、活発な進行を促進するため、教員に助言と指

導を与えることを職務として教育委員会事務局に置かれる職です。教育課程、学

習指導、生徒指導、教材、学校の組織編制その他学校教育の専門的事項の指導に

関する職務を行います。 

 

○児童生徒からの悩み相談ホットライン【P.16】 

教育相談センター内にある学齢期の児童生徒が直通でかけられる電話やメー

ルによる相談窓口です。心理相談員や社会福祉士が対応にあたるとともに、関係

諸機関との連携を密にし、児童生徒の悩みの解決に取り組んでいます。 

 

○児童通所支援支給決定者【P.18】 

 児童通所支援サービス（児童発達支援、放課後等デイサービス、保育所等訪問

支援等）の利用に必要な児童通所受給者証の交付を受けている子どもの保護者

のことです。 

 

○児童通所支援事業【P.11】 

児童福祉法に基づく児童発達支援、放課後等デイサービス、居宅訪問型児童発

達支援、保育所等訪問支援を実施する事業のことです。事業を実施するには都道

府県による指定が必要です。 

 

○児童発達支援事業 （児童通所支援サービス）【P.10】 

発達に支援が必要な子どもに対し、施設において、日常生活における基本的

な動作の指導、知識や技能の付与または集団生活への適応のための訓練等を行

います。 

 

○児童発達支援センター【P.24】 

施設の有する専門機能を活かし、地域の発達に支援が必要な子どもとその保

護者への相談、その子を預かる施設への援助・助言を合わせて行うなど、地域

の中核的な施設です。 
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○自閉症スペクトラム【P.4 図中】 

社会的なコミュニケーションや他の人とのやりとりが上手くできない、興味

や活動が偏るといった特徴を持っています。 

 

○就学時健康診断【P.24】 

学校保健安全法第 11 条に定められたもので、小学校に就学する直前の児童

に対して市町村教育委員会が行なう健康診断です。心身の状況を把握し、保健

上必要な勧告や助言等を行います。我孫子市では、例年１０月から１１月頃に

かけて実施されます。学校生活への準備を整えることを目的としています。 

 

○重症心身障害児【P.18】 

 重度の肢体不自由と重度の知的障害とが重複した状態を重症心身障害といい、

その状態にある子どもを重症心身障害児といいます。 

 

○就労移行支援事業所【P.25】 

 障害のある方で通常の事業所に雇用されることが可能と見込まれる人に対し

て、就労に必要な知識及び能力の向上のための訓練や求職活動に関する支援、適

性に応じた職場の開拓、就職後における職場への定着のために必要な相談等を

行う事業所です。 

 

○受理面接【P.９】 

 保護者からの相談申し込みに対して、子どもとその保護者がこども発達セン

ターに来所した際に行う最初の面接のことです。相談があった子どもの発達状

況とその保護者の主訴を把握します。 

 

○巡回相談【P.6】 

 こども発達センターの心理相談員が、地域の幼稚園、保育園、認定こども園の

園生活で、発達に支援が必要な子どもの健やかな発達を支援するために、保育者

に対して保育方法や保育環境に関する助言を行います。 

 

○障害者手帳【P.6】 

障害者手帳は、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の３種

の手帳を総称したものです。 

 

○身体障害者手帳【P.8】 

身体の機能に一定以上の障害があると認められた方に交付される障害者手帳
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です。自立や社会活動への参加を促し、支援することを目的としています。 

 

○心理相談員【P.6】 

公認心理師、臨床心理士、臨床発達心理士の資格を有した者が、専門的知識及

び技術をもって、子どもやその保護者に対して相談に応じ、助言、指導その他の

援助を行います。 

 

○心理・発達相談【P.10】 

専門職員（理学療法士、言語聴覚士、作業療法士、心理相談員）が、発達評価

の結果や支援の様子から、子どもの発達状況、課題、特徴を捉え、保護者に説明

や助言を行います。心理相談は、保護者が自らの情緒の安定を図り、安心して子

育てができるように保護者の相談に応じています。発達相談は、子どもの状況の

理解や特性の受容を促すことで家族を支援するものです。 

 

○精神障害者保健福祉手帳【P.8】 

一定程度の精神障害の状態にあると認められた方に交付される障害者手帳で

す。知的障害を伴わない発達障害児・者が取得する場合も多くあります。精神疾

患が原因で日常生活や社会生活に支障をきたしている方を対象に様々な支援策

を打ち出すことを目的としています。 

 

○相談支援事業【P.11】 

自立した日常生活が送ることができるよう、効果的な支援を行うため、支援

の必要な子どもの心身または家族の状況等に応じ、継続的かつ計画的なサービ

スの利用等が行われるよう、アセスメントを行い、児童支援利用計画（サービ

ス等利用計画）の作成及びモニタリングを実施します。事業を実施するには市

町村による指定が必要です。 
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○ダウン症【P.4 図中】 

体細胞の 21 番染色体が通常より 1 本多く存在し、計 3 本になることで発症

する先天性疾患群のことです。 

 

○注意欠陥多動性障害【P.4 図中】 

 発達障害の一種です。特徴的な症状として、集中力がない、物をなくしやすい

などの「不注意」、落ち着きがない、順番待ちができない、思いついたことをよ
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く考えずに即座に行動に移してしまう「多動性、衝動性」が見られます。 

 

○特別支援学級【P.7】 

教育上、特別な支援を必要とする子どもたちのための学級です。我孫子市には、

すべての小中学校に特別支援学級（知的、情緒）が設置されています。また、言

語学級（通級、在籍）、特別支援学級（肢体）、通級指導教室（LD・ADHD）を

設置している小学校もあります。 

 

○特別支援教育【P.14】 

従来の心身障害教育（特殊教育）の対象の障害だけでなく、LD（学習障害）、

ADHD（注意欠陥多動性障害）、高機能自閉症等を含めた障害のある学齢期の児

童生徒を対象に、自立や社会参加に向けて、一人ひとりの教育ニーズを把握し、

その持てる力を高め、生活や学習上の困難を軽減し、社会適応できるために行う

教育のことです。 

 

○特別支援教育コーディネーター【P.38】 

特別支援教育の推進のため、主に、校内委員会や校内研修の企画運営、関係諸

機関、学校との連絡調整、保護者からの相談窓口などの担当教諭として各学校で

定めています。 

 

○特別支援学校【P.7】 

障害のある幼児児童生徒に対して、幼稚園、小学校、中学校又は高等学校に準

ずる教育を実施するとともに、障害による学習上又は生活上の困難を克服し自

立を図るために必要な知識技能を授けることを目的とする学校です。 
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○乳児集団療育【P.10】 

 理学療法士や心理相談員が 1、2 歳児を対象に、集団にて親子遊びや、運動遊

び、ことば遊びなどを通して、からだ・ことばの発達、他者を意識することなど

を促します。 

 

○脳性マヒ【P.4 図中】 

 妊娠中から、生後 4 週間までの間に発生した脳への損傷によって引き起こる

もののうち、運動機能が麻痺することなどにより身体が不自由になることです。 

 



 

 ８５  

は行                                  

○発達障害【P.13】 

発達障害は、脳機能の発達が関係する生まれつきの障害です。発達のアンバラ

ンスさによって、脳内の情報処理や制御に偏りが生じ、日常生活に困難をきたし

ている状態のことです。保護者のしつけや教育の問題ではなく、障害の程度や発

達段階、生活環境などによって症状は違ってきます。知的障害、コミュニケーシ

ョン障害、自閉症スペクトラム、注意欠陥多動性障害、学習障害、運動障害、他

の神経発達障害があります。 

 

○発達性協調運動障害【P.4 図中】 

 知的発達に遅れはなく、筋肉や神経、視覚や聴覚などに明らかな異常も認めら

れないが、日常生活における協調運動が年齢などに応じて期待される水準と比

較して、ぎこちなく、不器用といわれる状態のことです。 

 

○発達特性【P.17】 

成長や発達の進み方は人によってそれぞれで、得意なところや苦手なところ

があり、その特徴のことを指す言葉です。このせいで苦手なことや上手くできな

いことが増えて、生活や仕事で困ってしまうことを「発達障害」と言います。 

 

○発達評価【P.10】 

標準化された検査を用いて発達の程度を評価することです。また、必要に応じ

て複数の検査を実施することで総合的な評価を行います。子どもの発達に関す

る特徴を客観的に把握し、保護者と共通理解し、保護者の子育てへの支援を目的

としています。 

 

○ピアサポート【P.32】 

 障害や疾病などに関する同じ立場や経験してきたことを活かして仲間として

支えあうことです。 

 

○不登校【P.21】 

 何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因や背景により、児童生

徒が登校しない、あるいはしたくともできない状況にあること（ただし、病気や

経済的な理由によるものを除く）。 

 

○ペアレントプログラム【P.10】 

 保護者が子どもの特性を知って、行動に注目し、関わり方を工夫することで、
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子どもの発達にプラスの効果をもたらすことを目的とし、より良い親子のコミ

ュニケーションを育てていく方法を学びます。また、同じ子育てに悩む保護者と

出会い、仲間をみつける機会とすることを目的としています。 

 

○ペアレントメンター【P.32】 

 自らも発達障害のある子どもの子育てを経験し、かつ相談支援に関する一定

のトレーニングを受けた親を指します。ペアレントメンターは、同じような発達

障害のある子どもを持つ親に対して、共感的な支援を行い、地域資源についての

情報を提供したり、体験談を話したりすることができます。 

 

○保育所等訪問支援事業【P.10】 

指導経験のある児童指導員や保育士が、幼稚園、保育園、学校等を訪問し、発

達に支援が必要な子どもや保育園などのスタッフに対して、集団生活への適応

のための専門的な支援等を行います。 

 

○保育相談【P.６】 

 保育課の心理相談員が、集団生活を送るうえで気になる行動がみられる乳幼

児やその保護者、または保育者の困り感に対して心理的視点から支援方法の提

案をし、乳幼児の健やかな発達を支援します。また、保育者の心理的サポートを

しています。 

 

○放課後等デイサービス【P.11】 

発達に支援の必要な学齢期の子どもを施設に通わせ、授業の終了後または夏

休み等の休業日に、生活能力の向上のために必要な訓練、社会との交流の促進等

を行います。 

 

○訪問看護ステーション【P.18】 

看護師等が、自宅を訪問し、健康チェックや療養上の世話などを行う訪問看護

を提供する事業所のことです。 

 

○包容（インクルージョン）【P.20】 

障害のある方々を社会から隔離排除するのではなく、社会の中で共に助け合

って生きて行こうという考えのことです。 

 

○保護者学習会【P.10】 

 保護者が、地域で安心して子育てができることや、子どもの状況を理解し、不
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安や負担感を軽減し、自信をもって向き合えるよう家庭の中で生かせる視点や

スキルを学ぶことを目的に、福祉サービスや身近な発達支援に関するテーマを

対象にしたセミナーです。 

 

○補装具・日常生活用具相談【P.10】 

子どもの運動機能を評価し、適切な補装具と日常生活用具についての助言を

します。また、子どもの生活状況を把握し、補助具の使用など日常生活において

改善することができるかを検討することを目的としています。補装具とは、日常

生活において必要な移動や動作等を確保するために、身体の欠損または損なわ

れた身体機能を補完、代替する用具をいいます。日常生活用具とは、障害児・者

並びに難病患者の日常生活を便利にするための用具をいいます。 
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○幼児健康診査【P.5】 

幼児の身体発育や精神発達状況が把握されやすい時期である１歳６か月児、

３歳児、５歳児に対し、総合的健康診査を行います。また、疾病や障害を早期に

発見し、治療、発達支援につなげるとともに、適切な保健指導を行い健康の保持

増進を図ります。２歳８か月児に対し、歯科健康診査や歯みがき指導（フッ化物

塗布）、希望者に栄養相談や育児相談を行います。 

 

○幼児集団療育【P.10】 

作業療法士、言語聴覚士、心理相談員が 3、4、5 歳児を対象に、集団にて

運動遊びや制作、ことば遊びを通して、集団活動でのルール理解や、からだ・

ことばの発達を促します。 
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○ライフステージ【P.1】 

 人の一生は、子どもから大人へといった身体的な状況や就園、就学、就職など

のいくつかの節目となる社会的な環境によっていくつかの段階に区分されます。

この段階（ステージ）をライフステージと呼びます。 

 

○ライフダイアリー【P.14】 

 保護者が子どもの成長を振り返ることのできるファイリングツールです。子

どもが福祉的・教育的支援を必要とする際に、情報を支援機関に提供し、適切な
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支援を受けやすくするツールとなっています。 

 

○理学療法【P.10】 

 理学療法士が、運動発達に支援が必要な子どもに対して、粗大運動や運動機

能、日常生活の姿勢・動作の獲得・改善に向けての助言や支援を行います。 

（理学療法士とは、運動機能や運動発達に支援が必要な方に対して、各発達段

階に応じた運動機能や発達を促す専門職です。） 

 

○療育手帳【P.8】 

知的障害があると判定された方に交付される障害者手帳です。知的障害児・

者に対して一貫した指導・相談が行われ、各種の援助措置を受けやすくするこ

とを目的としています。 

 

○療育セミナー【P.10】 

 主に、幼稚園、保育園、認定こども園、児童発達支援事業所等の職員を対象

に行い、地域で障害をもつ子ども及び発達が気になる子どもへの理解を広める

ことを目的にしているセミナーです。発達特性をもつ子どもが地域で暮らすた

めのより良い環境づくりの一環として、地域の保育・教育機関の職員に発達支

援に関する知識を提供します。 
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